
衣山東組遺跡
久万山本遺跡

国庫補助市内遺跡発掘調査報告書

̎̌̎̏

松 山 市 教 育 委 員 会
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

埋 蔵 文化財センター

松山市文化財調査報告書 209 





衣
ㆌ ㆬ

山
㇄ ㆾ

東
ㆲ ㆋ ㆗

組
㆏ ㆿ

遺 跡
久
ㆎ

万
ㆾ

山
㇄ ㆾ

本
㇂ ㆨ

遺 跡
国庫補助市内遺跡発掘調査報告書

̎̌̎̏

松 山 市 教 育 委 員 会
公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

埋蔵 文 化財センター

松山市

内川
小野川

石手川

松山城

内川
小野川

重信川

石手川

松山城

伊　予　灘 久万山本遺跡久万山本遺跡

衣山東組遺跡衣山東組遺跡●●
●●





 － J －

ংɹݴ

　本書は松山ฏ໺西部、衣山・久万ノ台地区における個人住宅建設に൐い、国

庫補助をडけて実施しました埋蔵文化財発掘調査の成果をまとΊた調査報告書

です。

　同地区は௿位ٰྕ部とฏ地部からなり、地区内には愛媛県立松山西中౳ڭҭ

がっています。なお、地区内における発掘調޿をは͡Ί、ؓ੩な住宅֗がߍֶ

査事ྫはۃΊてগなく、集落様相の解明には至っていない状況です。

　衣山東組遺跡からは、古代末から中世初頭の掘立柱建物址やށߐ時代の溝を

発ݟしました。このうͪ、掘立柱建物址からは白鳳期の瓦が出土しており、֘

期における集落様相の解明や瓦ڀݚのたΊの重要な手がかりを得ることができ

ました。一方、久万山本遺跡では弥生時代後期の竪穴建物址や土坑が発ݟされ、

久万ノ台地区における弥生時代集落の存在が明らかになりました。

　このような成果をあ͛ることができましたのも、関֤܎位の埋蔵文化財にର

する͝ཧ解と͝ྗڠのたまものであり、৺よりँײਃし্͛ます。本書が文化

財อޢやڭҭ文化の振興、さらには埋蔵文化財の調査・ڀݚの一助となれ͹޾

いです。

令和 5 年 3 月

松山市教育委員会
教育௕　લ田　ণҰ
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ྫɹݴ
̍ɽ本書は公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団埋蔵文化財センターが、ฏ成 27 年౓（衣山

東組遺跡）とฏ成 29 年౓（久万山本遺跡）に国庫補助をडけて実施した個人住宅建設に൐う埋

蔵文化財発掘調査の成果をまとΊた調査報告書である。

̎ɽ本書で࢖用した遺構名は、ུ号化して記ड़した。

竪穴建物ɿ4#、掘立柱建物ɿ掘立、溝ɿ4%、土坑ɿ4,、柱穴ɿ41

̏ɽ本書で࢖用したඪߴ஋はւൈඪߴを示し、方位は世ք測地ܥを基४としたਅ北である。

̐ɽ本書ࡌܝの遺構埋土・土層の৭調は、೶ྛ水࢈ল೶ྛ水࢈技ज़ձٞ事຿؂ہमのʰ৽൛ඪ४土৭

஽ （ɦ2019）に४ڌした。

̑ɽ本書ࡌܝの遺構ਤや遺物ਤのॖईは、スέーϧԼに記した。

̒ɽ発掘調査における国土࠲ඪ軸測量は、༗ݶձ࢛ࣾ国測量設ܭ（衣山東組遺跡）とࣜגձࣾΤΫセ

ϧ調査設ܭ（久万山本遺跡）にۀ຿をҕୗした。

̓ɽ発掘調査時のࣸਅࡱӨは、調査୲当者である山本　健一と水本　完児、ٴͼ大西　朋子（ࣸਅ୲

当）が行った。また、報告書ࡌܝの遺物ࣸਅࡱӨやਤ൛の作成は大西が୲当した。

̔ɽ本書ࡌܝの遺構ਤや土層ਤは調査୲当者が作成し、遺物の෮ݩや実測・製ਤは調査୲当者のࢦ示

のもと、஑内　๕ඒ、෋୩　ӳ子、原　෌ඒ、和ઘ　ॱ子、ฏԬ　௚ඒ、山Լ　ຬࠤ子、山೭内　

੟子、二ٶ　ീ࡙が行った。

̕ɽ本書のࣥචは第̍・̎・̐・̑ষを水本が୲当し、第̏ষは山本が୲当した。なお、ড়書はฏԬ

が行った。

10ɽ本書で࢖用した遺物・記࿥類は、松山市立埋蔵文化財センターでอ؅している。



 － JJJ －

本จ໨࣍

第̍ষ　͸͡Ίʹŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋʤਫຊʥŋŋŋŋŋŋŋ �

第̍અ　調査に至る経緯

第̎અ　調査・੔ཧの経緯ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 2

第̏અ　調査・੔ཧٴͼ編集ץ行組৫

第̎ষ　Ҩ੻ͷཱ஍ͱྺ࢙తڥ؀ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋʤਫຊʥŋŋŋŋŋŋŋ �

第̍અ　遺跡の立地

第̎અ　ྺ࢙的ڥ؀ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 5

第̏ষ　ҥ山౦૊Ҩ੻ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋʤ山ຊʥŋŋŋŋŋŋ ��

第̍અ　調査の経緯

第̎અ　層　位ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 12

第̏અ　遺構と遺物ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 14

第̐અ　খ　結ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 21

第̐ষ　ٱສ山ຊҨ੻ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋʤਫຊʥŋŋŋŋŋŋ 2�

第̍અ　調査の経緯

第̎અ　層　位ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 26

第̏અ　遺構と遺物ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 30
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ૠਤ໨࣍
　第 2ষ　Ҩ੻ͷཱ஍ͱྺ࢙తڥ؀
第 1 ਤ　松山ฏ໺の地形分෍ਤ（ॖई 1ɿ200
000）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 4

第 2 ਤ　पล遺跡分෍ਤ（ॖई 1ɿ30
000）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 6

第 3 ਤ　衣山・久万ノ台地区の遺跡分෍ਤ（ॖई 1ɿ15
000）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 7

　第 �ষ　ҥ山౦૊Ҩ੻
第 4 ਤ　調査地位ஔਤ（ॖई 1ɿ2
000）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 12

第 5 ਤ　北น・西น土層ਤ（ॖई 1ɿ50）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 13

第 6 ਤ　遺構഑ஔਤ（ॖई 1ɿ100）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 14

第 7 ਤ　掘立 1 測量ਤ（ॖई 1ɿ40）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 15

第 8 ਤ　411・414 測量ਤ（ॖई 1ɿ20）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 16

第 9 ਤ　413 測量ਤ（ॖई 1ɿ20）

第 10 ਤ　412・415 測量ਤ（ॖई 1ɿ20）

第 11 ਤ　掘立 1 出土遺物実測ਤ（1）（ॖई 1ɿ4）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 17

第 12 ਤ　掘立 1 出土遺物実測ਤ（2）（ॖई 1ɿ3）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 18

第 13 ਤ　4%1 測量ਤ（ॖई 1ɿ40）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 19

第 14 ਤ　4%1 出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ3）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 20

第 15 ਤ　֧ཚ出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ3、1ɿ1）

第 16 ਤ　衣山༼跡出土ݢฏ瓦୓Өŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 22

　第 �ষ　ٱສ山ຊҨ੻
第 17 ਤ　調査地測量ਤ（ॖई 1ɿ200）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 25

第 18 ਤ　1 区土層ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 27

第 19 ਤ　2 区東น・北น土層ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 28

第 20 ਤ　2 区西น・南น土層ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 29

第 21 ਤ　遺構഑ஔਤ（ॖई 1ɿ60）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 31

第 22 ਤ　4#201 測量ਤ（ॖई 1ɿ50）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 32

第 23 ਤ　4#201 炭化ࡐ・焼土検出状況ਤ（ॖई 1ɿ50）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 33

第 24 ਤ　4#201 内炉址測量ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 34

第 25 ਤ　4#201 出土遺物実測ਤ（1）（ॖई 1ɿ4）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 35

第 26 ਤ　4#201 出土遺物実測ਤ（2）（ॖई 1ɿ4）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 36

第 27 ਤ　4%201 測量ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 37

第 28 ਤ　4,101 測量ਤ・出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ30、1ɿ4）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 38

第 29 ਤ　4,102 測量ਤ・出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ30、1ɿ4）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 39

第 30 ਤ　4,103 測量ਤ・出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ30、1ɿ4）

第 31 ਤ　4,201 測量ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 40

第 32 ਤ　4,202 測量ਤ・出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ30、1ɿ4）
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第 33 ਤ　4,203 測量ਤ・出土遺物実測ਤ（ॖई 1ɿ30、1ɿ4）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 41

第 34 ਤ　柱穴測量ਤ（ॖई 1ɿ30）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 42
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ୈ̍ষɹ͸͡Ίʹ

第̍અ　調査ʹࢸΔܦҢ

　松山市は 1989（ฏ成ݩ）年౓より、国から補助をडけて個人住宅の建設や中খྵࡉ։発౳に൐う

発掘調査（本発掘調査という。）ٴͼ重要遺跡のอޢを目的としたൣ囲や性格を確認する調査（重要

遺跡確認調査という。）を実施している。

　1990（ฏ成 2）年 10 月に財団法人松山市生ֶ֔श振興財団（現 公益財団法人松山市文化・スポー

ツ振興財団）の設立Ҏ߱は、ඞ要にԠ͡て財団の調査һをটᡈし、これらの調査にै事する形ࣜを࠾

用している。ฏ成 17 年౓からは文化ிのঝ୚を得たうえで、࢙跡をআく市内一円をର৅とした発掘

調査や重要遺跡確認調査、ٴͼࢼ掘調査ฒͼに出土物੔ཧ作ۀや報告書編集ۀ຿౳について財団と松

山市ڭҭҕһձ事຿ہ文化財՝（ҎԼ、文化財՝という。）との間でҕୗܖ約を結ͼ、財団がۀ຿を

実施している。

　本書ࡌܝの 2 遺跡は、個人住宅建設に൐う本発掘調査である。遺跡が所在する衣山・久万ノ台地区

には௿位ٰྕが޿がり、集落遺跡や古墳のほか生࢈遺跡なͲが発ݟされている。

　衣山東組遺跡は衣山地区南方に位ஔし、松山市文化財包蔵地ʮᶺ 20　Ӭ௩古墳ʯ内に所在する。

2015（ฏ成 27）年 9 月 30 日、松山市衣山二丁目 326 番 4 地内における個人住宅建設に൐う埋蔵文化

財確認ਃ込書が文化財՝にఏ出された。ਃ੥地पลには衣山北組遺跡（ฏ成 20 年౓調査）や衣山大

௩遺跡、衣山西ノԬ遺跡（ฏ成 22 年౓調査）、衣山内ాٶ遺跡（令和ݩ年౓調査）のほか、લ方後円

墳であるӬ௩古墳（ত和 59 年౓調査）や古代瓦の生࢈༼である衣山༼跡なͲが存在している。

　公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団埋蔵文化財センター（ҎԼ、埋文センターという。）

はਃ੥地内における埋蔵文化財の༗ແを確認するたΊ、事લのࢼ掘調査を実施することになった。ࢼ

掘調査は 2016（ฏ成 28）年 1 月 7 日に実施し、柱穴 4 基と弥生土器片を検出した。

　一方、久万山本遺跡は久万ノ台地区の東方に޿がる௿位ٰྕ্に立地し、松山市文化財包蔵地ʮᶺ

167　久万ノ台遺物包含地ʯ内に所在する。2017（ฏ成 29）年 3 月 9 日、松山市久万ノ台 1029 番、1030 番、

1031 番、1032 番、1033 番、1035 番における個人住宅建設に൐う埋蔵文化財確認ਃ込書が文化財՝に

ఏ出され、それにより、埋文センターはࢼ掘調査を実施した。ਃ੥地पลでは久万ノ台遺跡（ত和

62 年౓調査）や久万ノ台古墳（現、愛媛県立松山西中౳ڭҭֶߍ）が所在する。2017（ฏ成 29）年

3 月 21 日（Ր）、埋文センターはࢼ掘調査を実施し、土坑や柱穴のほか弥生土器や土師器、須恵器を

確認した。

　二つの調査については、文化財՝と֤ਃ੥者との間で遺跡の取りѻいについてٞڠが行われ、住宅

建設によって失われる遺跡にରして、記࿥อ存のたΊの発掘調査を行うことになった。発掘調査は国

庫補助のద用をडけ、埋文センターが主ମとなり、文化財՝のྗڠのもとに実施した。֤調査の所在

地や調査面積、期間౳はද 1 にて記す。
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第̎અ　調査・੔ཧͷܦҢ

　本書ࡌܝの 2 遺跡は、ฏ成 27 年౓と 29 年౓に発掘調査を実施した。ฏ成 27 年౓は衣山東組遺跡、

ฏ成 29 年౓には久万山本遺跡として԰֎調査を行い、調査に൐う੔ཧ作ۀは԰֎調査終ྃ後、埋文

センター内にて実施した。本格的な報告書作成に൐う੔ཧ作ۀは、埋文センターと文化財՝との間で

ҕୗܖ約がక結され、令和 3 年౓と 4 年౓に実施した。令和 3 年౓は 4 月 1 日より、報告書作成に൐

う出土඼の੔ཧや実測、τϨース作ۀを行い、報告書ࡌܝ用の遺物ࣸਅࡱӨやࣸਅਤ൛の作成を行っ

た。令和 4 年౓には、ਤ൛の割付ٴͼ報告書編集ۀ຿を行った。

第̏અ　調査・੔ཧٴͼฤ集ߦץ૊৫

ʢ̍ʣ調査૊৫
ʤฏ成 27 年౓ʥ

松山市ڭҭҕһձ ҭ長ڭ 山本　ত߂ 公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

事຿ہ 長　ہ લా　ণ一 ཧ事長 中山　࣏ߛ࿠

次　長 ۱ా　完二 事຿ہ 長　ہ 中西　ਅ໵

次　長 Ո۲　ਖ਼࣏ 次長݉૯຿部長 ࠠా　ਖ਼඙

文化財՝ ՝　長 एߐ　ढ़二 施設ར用推ਐ部 部　長 ౉部　޿明

主　װ ࣰ原　ত二 埋蔵文化財センター 所長݉考古ؗ長 ా৓　෢ࢤ

   主　査 山೭内　ࢤ࿠

   主　査 ക木　ݠ一

   主　査 本　༤一ڮ

   主　೚ 山本　健一

     （調査୲当）

   ৤　ୗ 大西　朋子

     （ࣸਅ୲当）

ʤฏ成 29 年౓ʥ

松山市ڭҭҕһձ ҭ長ڭ ౻ా　ਔ 公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

事຿ہ 長　ہ ௡ా　৻ޗ ཧ事長 中山　࣏ߛ࿠

次　長 Ո۲　ਖ਼࣏ 事຿ہ 長　ہ 中西　ਅ໵

ද 1　調査地Ұཡ

調�査�໊ 調査৔ॴ 調査ؒظ 調査໘ੵ 調査ओମ（ᶷ）

衣山東組遺跡 松山市衣山二丁目326 番4の一部 ฏ成28年2月22日ʙ同年3月18日 約 75.47 市埋文

久万山本遺跡 松山市久万ノ台 1035 番の一部 ฏ成29年5月26日ʙ同年6月9日 約 24.00 市埋文
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次　長 ਿ本　Җ 次長݉૯຿部長 ٦　ত࢘

文化財՝ ՝　長 एߐ　ढ़二 文化振興部 部　長 ౉部　޿明

主　װ ӽஐ　ໜथ 埋蔵文化財センター 所　長 村্　୎໵

   考古ؗ長 ക木　ݠ一

   主　೚ 水本　完児

     （調査୲当）

   ৤　ୗ 大西　朋子

     （ࣸਅ୲当）

ʢ̎ʣ੔ཧ૊৫
ʤ令和 3 年౓ʥ

松山市ڭҭҕһձ ҭ長ڭ ౻ా　ਔ 公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

事຿ہ 長　ہ Ҫ出　मහ ཧ事長 本ా　޿ݩ

次　長 西村　लయ 事຿ہ 長　ہ 片山　խԝ

次　長 ԣ山　ݑ 次長݉施設؅ཧ部部長 ਿ໺　公య

次　長 ԣߐ　ໜथ 埋蔵文化財センター 所長݉考古ؗ長 ക木　ݠ一

文化財՝ ՝　長 二ٶ　ਔࢤ 主　೚ 水本　完児

主　װ ल஧　ڮ∁ ৤　ୗ 山本　健一

副主װ ೇ　　ً׮ ৤　ୗ 内　৻一ٶ

   ৤　ୗ 大西　朋子

ʢ̏ʣฤ集・ߦץ૊৫
ʤ令和 4 年 10 月 2 日現在ʥ

ʲץ行組৫ʳ ʲ編集組৫ʳ

松山市ڭҭҕһձ ҭ長ڭ લా　ণ一 公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

事຿ہ 長　ہ ࿯୩　ߒ三 ཧ事長 本ా　޿ݩ

次　長 石原　ӳ明 事຿ہ 長　ہ 片山　խԝ

次　長 ԣ山　ݑ 次長݉施設؅ཧ部部長

   ݉事ۀ振興部長 Ӊ∁　ప二

次　長 ԣߐ　ໜथ 埋蔵文化財センター 所長݉考古ؗ長 ക木　ݠ一

文化財՝ ՝　長 二ٶ　ਔࢤ 主　೚ 水本　完児

主　װ ल஧　ڮ∁ ৤　ୗ 山本　健一

副主װ ೇ　　ً׮ ৤　ୗ 内　৻一ٶ

   ৤　ୗ 大西　朋子

   （ࣸਅ୲当）

ʲ調査・੔ཧ作ྗڠۀ者ʳ

　Լᑍ　৴行（愛媛大ֶ法文ֶ部名༪ڭत）、ా⃻　ത೭（ݩ愛媛大ֶ法文ֶ部ڭत）

෌ా　ঘ෉（愛媛県ྺ࢙文化ത物ؗ）、（ҭҕһձ文化財՝ڭ松山市）޺ହ　ݟ؛　
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ୈ̎ষɹ遺跡ͷཱ஍ͱྺ࢙తڥ؀

第̍અ　Ҩ੻ͷཱ஍

　松山ฏ໺はߴ縄半ౡの南西部に位ஔし、西はҏ༧ಿ、北は斎ಿに面し、ҏ༧ಿに޲かってઔ状に։

けたԭ積ฏ໺である。ฏ໺南東部を石௦山ܥ、北部をߴ縄山ܥにڬまれ、ฏ໺中ԝ部には東西方޲に

西ྲྀする重৴઒とそのྲྀࢧが߹ྲྀしながらҏ༧ಿに஫いでいる。ฏ໺のൣ囲はおおよそ東西約 20ᶳ、

南北約 17ᶳを測り、これらՏ઒のԭ積作用によるઔ状地ଯ積物や൙ཞ原ଯ積物、三֯भଯ積物౳で

形成されている。

　本書で報告する衣山東組遺跡・久万山本遺跡が所在する衣山・久万ノ台地区は、松山ฏ໺北西部の

ٰྕ地に位ஔし、ଠ山ࣉ山մの南࿢、久万ノ台・衣山ٰྕを中৺に޿がるٰྕٴͼ௿地である。この

ٰྕはඪߴ約 15 ʙ 20N の௿ٰྕで南北にࡉくԆͼており、その南੄付近に本遺跡は所在する。地࣭

ֶ的には、その大部分を中世代のྖՈ؏ೖؠ類のՖቋર྘ؠによって構成されるՖቋؠ地ଳである（第

1 ਤ）。

第 1ਤ　松山ฏ໺ͷ地ܗ෼෍ਤ

石手川

小野川

重信川

松山城

伊

予

灘

山地・丘陵

洪積台地

沖積扇状地

浜堤

自然堤防

沖積堤防

5ｋm0

(S=1:200,000)

久万山本遺跡久万山本遺跡

衣山東組遺跡衣山東組遺跡
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第̎અ　ྺ࢙తڥ؀（第 2・3 ਤ）

　衣山・久万ノ台地区は松山ฏ໺西部に位ஔしており、ここでは、ฏ໺北部から地区南部、大ๆέ台

ٰྕが所在する斎院地区における主要遺跡と同地区内で実施した遺跡を中৺に、֓؍する。

ೄจ࣌୅

　大ๆέ台ٰྕの南ଆに޿がるฏ໺部には古র遺跡があり、ᕲᕱ用のԃを෴う࠭᛽層からは縄文時代

後期の土器が出土しているが、これらはٶچલ઒の൙ཞによりӡ͹れたものと考えられている。また、

ฏ໺北部における縄文時代遺跡では大ᔹ遺跡とધέ୩遺跡がある。大ᔹ遺跡からは後期から晩期にか

けての遺物が大量に出土しており、とりわけ、晩期後半の遺物包含層中からは石้丁や石חのほかに

໮ѹࠟ土器なͲが出土し、初期Ҵ作をূ明する遺物が஫目される。また、φスϏ状の文様が施された

目ತଳ文期ࠁྉである。ધέ୩遺跡ではࢿ重なوわせる࢕文土器は大཮からの৽しい文化の఻೻を࠼

にઌ行する土器や石器、木器が建物やՏ઒、ྻߌ౳の遺構とともに出土している。

໻ੜ࣌୅

　大ๆέ台ٰྕの東੄部にあるேඒᖒ遺跡 2 次調査からは、包含層中より弥生時代લ期લ半の遺物が

まとまって出土しており、松山ฏ໺における弥生લ期土器編年のࢦඪとなっている。中期では大ๆέ

台遺跡 4 次調査より中༿の竪穴建物が検出され、後期ではேඒᖒ遺跡 1 次調査よりᆵุ׹ 3 基が検出

されている。衣山地区では、ٰྕ南ྷにある衣山北組遺跡から掘立柱建物址が検出されており、建物

は 2 間ʷ 2 間Ҏ্の૯柱構଄で、建物を構成する柱穴は෍掘り状の掘り方をもつ。建物の構ங時期は、

弥生時代後期中༿である。また、衣山大௩北遺跡からは後期後半の竪穴建物が検出され、衣山西ノԬ

遺跡 2 次調査では同時期の土坑が検出されている。このほか、衣山ٰྕに所在するӬ௩古墳や衣山西

ノԬ古墳からは、प溝内より後期後半から終末期の土器が出土している。久万ノ台地区では໺௡子山

遺跡検出の包含層中より後期後半の土器片が出土しており、֘期における集落の存在が示ࠦされてい

る。

෿࣌୅ݹ

　લ期では、古র遺跡よりᕲᕱ用のԃが発ݟされている。近年では、衣山ٰྕ্の衣山内ాٶ遺跡よ

り一ล 4.7 ｍҎ্の方形竪穴建物が検出されている。

　中期から後期の遺跡はฏ໺北部に位ஔするધέ୩遺跡 4 次調査があり、ࣗવྲྀ࿏内からは֘期の遺

物が大量に出土している。この中にはಃ࣭土器やඇಃ༢ܥ須恵器が含まれており、ே઱半ౡܥの文化

をडけೖれた地Ҭであったと考えられている。衣山ٰྕ্では、衣山大௩北遺跡より 7 世لલ半に位

ஔ付けられる竪穴建物が検出されている。建物にはΧϚドが付設され、Ԏಓの一部が確認されている。

また、લड़の໺௡子山遺跡からは古墳時代の土坑が報告されている。

　古墳の分෍をみると、大ๆέ台ٰྕや衣山・久万ノ台ٰྕ্に数ଟく存在している。લ期古墳とし

ては、大ๆέ台ٰྕ北西ྷで発ݟされたே日୩ 2 号墳が͛ڍられる。同古墳はฏ໺࠷古のલ方後円墳

のひとつであり、੨ಔڸやమ౛、మ݋、మ᭲、ಔ᭲なͲが出土している。また、同ٰྕ西ྷ্に所在
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第 2 ਤ　पล遺੻෼෍ਤ

■1

■2

●3

●4

●5

●6

●7
●8

●9
●11

●10●12

●13

●14

●15

●16

●17

●18
●19

●20

●21

●22

●23

●24

久万山本遺跡■2■1 衣山東組遺跡

衣山北組遺跡●9 衣山大塚北遺跡●10

●3 古照遺跡

衣山西ノ岡遺跡 2次調査●11

●4 大渕遺跡

永塚古墳●12
●5 船ケ谷遺跡 1次調査

衣山西ノ岡古墳●13

●8 朝美澤遺跡 1次調査●6 朝美澤遺跡 2次調査

船ケ谷遺跡 4次調査●16

●7 大峰ケ台遺跡 4次調査

大峰ケ台遺跡 9次調査●18●17 朝日谷 2号墳 久万ノ台古墳●20
衣山瓦窯跡●22 久万ノ台遺跡●23 南江戸桑田遺跡●24●21 朝美澤廃寺

●14 野津子山遺跡
●19 客谷古墳群
●15 衣山内宮田遺跡

（S＝1：30,000）
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第 3 ਤ　ҥ山・ٱສϊ୆地区ͷ遺੻෼෍ਤ

する大ๆέ台遺跡9次調査からは、大஑東5号墳が検出されている。一ล約13ｍの方墳で、మ݋やమ᭲、

᭍、Ψϥスۄ౳が出土している。

　中期では大ๆέ台ٰྕ্にて、௚径 11 ʙ 13 ｍのप溝を൐う古墳 2 基（大஑東 3 号墳・4 号墳）が

ங଄され、प溝内からଟ量の৥ྠが出土している（5 世ل後半）。後期になると、大ๆέ台ٰྕ্に

は٬୩古墳܈があり、ԣ穴ࣜ石ࣨを主ମ部にもつ古墳が޿く分෍している。一方、衣山ٰྕ্には後

期中༿から後半の古墳がங଄される。ٰྕ南ࣼ面্には衣山西ノԬ古墳があり、प溝内より 6 世ل中

༿に時期比定される完形の須恵器や৥ྠ（円౵・形৅）が数ଟく出土している。また、Ӭ௩古墳は 6

世ل後半のங଄とされる推定શ長 28 ｍを௒えるલ方後円墳で、当地Ҭのट長ุと考えられている。

久万ノ台地区では、6 世ل後半のங଄とされる久万ノ台古墳（3 号墳）や 7 世لલ半のங଄とされる

久万ノ台古墳（1 号墳）が所在し、完形の須恵器のほかにۄ類やࣖ؀、మ器、അ۩が出土している。

୅　ݹ

　大ๆέ台ٰྕ北東ྷではฏ҆時代のࣉ院跡の一部が確認され、ேඒᖒ廃ࣉとݺ͹れている。衣山地

区では大ਖ਼ 14 年、ླ木ӫ一࿠ࢯにより衣山瓦༼跡の発掘調査が実施され、༼跡内やपลからはؙݢ

瓦やݢฏ瓦、ؙ瓦なͲが出土している。༼跡はขޱ、೩焼部、焼成部からなるฏ༼で、೩焼部が 3 本

のϩスτϧと 4 本のՐԍಓで構成されている。なお、ૢۀ期間は、ಸྑ時代後半からฏ҆時代後半と

されている。

■1

■2

●3
●4

●5

●6

●7●8

●9●11
●10

●12

久万山本遺跡■2■1 衣山東組遺跡

●9 衣山大塚北遺跡 ●11 永塚古墳
衣山西ノ岡遺跡 2次調査●8衣山北組遺跡●6 衣山西ノ岡古墳●7

●3 久万ノ台古墳

●12 衣山瓦窯跡

●4 久万ノ台遺跡

●5 野津子山遺跡

●10 衣山内宮田遺跡

（S＝1：15,000）
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ද 2　ҥ山・ٱສϊ୆地区ͷ遺੻Ұཡ

/P 調査໊ छผ 検出遺構 出土遺物 調査೥౓ 調査ओମ

1 衣山東組遺跡 国補
掘立 1 棟（古代末ʙ中世初）ŋ
溝 1 条（近世）

土師（古墳ʙ近世）ŋ 須恵器（古墳）
ŋ 瓦（ಸྑʙฏ҆）ŋ મ՟ ŋ 石ݛ

)27 市埋文

2 久万山本遺跡 国補
竪穴 1 棟（弥生）ŋ 土坑 6 基（弥生）
ŋ溝1条（弥生）ŋ柱穴（弥生ʙ古墳）

弥生（後期ʙ末）・土師（古墳ʙ
ಸྑ）・須恵 	 古墳）・石器

)29 市埋文

3 久万ノ台古墳 ຽ間 円墳 2 基（ԣ穴ࣜ石ࣨ）
土師（古墳）ŋ 須恵（古墳）ŋ ・類ۄ
ࣖ؀ ŋ మ器 ŋ അ۩

448 市ڭҕ

4 久万ノ台遺跡 ຽ間
掘立 2 棟（古代）ŋ 溝 9 条（古墳
ʙ中世）ŋ 柱穴 94 基

弥生（લ期・中期中༿・後期ʙ末）
ŋ 土師（古墳ʙח૔）ŋ 須恵（古墳）

462 市ڭҕ

5 ໺௡子山遺跡 ຽ間 土坑 7 基（古墳） 弥生（後期）、須恵（古墳） )3 市埋文

6 衣山北組遺跡 国補
掘立 1 棟（弥生）ŋ 土坑 1 基（弥
生）ŋ 柱穴 67 基

弥生（中期ʙ後期）ŋ 土師（古墳）
ŋ 須恵（古墳）ŋ మ器

)20 市埋文

7 衣山西ノԬ古墳 ຽ間
円墳 1 基（古墳）ŋ 土坑 7 基（古
墳・近世）ŋ 溝 1 条（近世）

弥生（後期ʙ末）ŋ 土師（古墳ʙ
ࣨ町）ŋ 須恵（古墳ʙฏ҆）ŋ ಃ
࣓器（近世）ŋ ৥ྠ

)22 市埋文

8
衣山西ůԬ遺跡
̎次調査

ຽ間
竪穴 1 棟（古墳）ŋ 溝 9 条（近世）
ŋ 土坑 2 基（弥生）ŋ 柱穴 4 基

弥生（後期）ŋ 土師（古墳ʙ近世）
ŋ 須恵（古墳）ŋ ಃ࣓器（古代）
ŋ 瓦（ಸྑ）

)26 市埋文

9 衣山大௩北遺跡 ຽ間
竪穴 2 棟（弥生・古墳）ŋ 土坑（古
墳）ŋ 溝 1 条（古墳）ŋ 柱穴 14
基

弥生（後期）ŋ 土師（古墳）ŋ 須恵（古
墳）

)23 市埋文

10 衣山内ాٶ遺跡 ຽ間
竪穴 1 棟（古墳）ŋ 溝 2 条（古墳）・
土坑 27 基（弥生ʙ中世）ŋ 柱穴
73 基

弥生（後期）ŋ 土師（古墳ʙח૔）
ŋ 須恵（古墳ʙಸྑ）

31 市埋文

11 Ӭ௩古墳 ຽ間 લ方後円墳 1 基（主ମ部はෆ明）
弥生（後期ʙ末）ŋ 土師（古墳）
ŋ 須恵（古墳）ŋ 瓦・ۄ類・ࣖ؀・
మ器・അ۩

459 市ڭҕ

12 衣山瓦༼跡 ຽ間 ฏ༼ 瓦（ಸྑʙฏ҆） T14 個人
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　衣山・久万ノ台地区では、طԟの調査において古代から中世における明確な遺構の検出事ྫはۃΊ

てগない。衣山地区ではલड़の衣山内ాٶ遺跡より、柱穴内よりಸྑ時代の須恵器が出土している。

また、衣山西ノԬ古墳や衣山西ノԬ遺跡 2 次調査からはप溝や包含層中よりಸྑ時代からฏ҆時代の

遺物が出土している。このほか、Ӭ௩古墳からはฏ҆時代の土器片が出土している。久万ノ台地区で

は久万ノ台遺跡において、古代の建物址や包含層中よりಸྑ時代の遺物が出土している。

த　ੈ

　斎院地区内ではಓ࿏建設工事やՏ઒վम工事౳に൐う発掘調査が数ଟく実施され、主に中世ஈ֊の

水ాやാ址が報告されている。

　衣山西ノԬ古墳検出のप溝内からはח૔時代の瓦器࿸が出土し、衣山内ాٶ遺跡では包含層中より

土ז片が出土している。また、久万ノ台遺跡からは中世の溝が検出されている。

ۙ　ੈ

　大ๆέ台ٰྕ東ྷにある南ా܂ށߐ遺跡からは近世ุ地が発ݟされ、ྑ޷な遺存状態の人ࠎが確認

されている。衣山地区では衣山西ノԬ古墳の調査において、ށߐ時代後期の土坑が検出され、֘期の

ಃ࣓器が出土している。また、衣山西ノԬ遺跡̎次調査からはށߐ時代後期の溝が報告されている。
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ୈ̏ষɹ衣山東組遺跡

第̍અ　調査ͷܦҢ

　調査地は松山ฏ໺西部、衣山地区の௿位ٰྕ্、ඪߴ約 19N に立地し、松山市埋蔵文化財包蔵地

ʮ/P.20　Ӭ௩古墳ʯ内に位ஔする。पลの遺跡には調査地の北東ଆにલ方後円墳であるӬ௩古墳、北

ଆに衣山大௩北遺跡、衣山北組遺跡、衣山内ాٶ遺跡があり、西ଆには衣山西ノԬ古墳、衣山西ノԬ

遺跡 2 次調査地のほか衣山瓦༼跡（調査推定৔所）が確認されている。このうͪ、衣山北組遺跡では

弥生時代から古代の遺構と遺物を検出している。なかでも、弥生時代後期にଐする෍掘りの掘方をも

つ掘立柱建物址は、当時の集落における中৺施設のՄೳ性が考えられ、付近一ଳには弥生時代から古

墳時代における集落の存在が確認されている。

　事લに実施したࢼ掘調査では柱穴 4 基を検出し、遺物は弥生土器と考えられる土器片が出土した。

これらのことから、弥生時代Ҏ߱の集落について、そのൣ囲や性格確認を主目的とした本格調査を実

施した。調査地は؇ࣼ܏地に立地しているたΊ、ඪߴのߴい部分は੾土が行われ࡟ฏされていた。発

掘調査は、ฏ成 28（2016）年 2 月 22 日より։࢝した。ҎԼ、調査工ఔをུ記する。

　2 月 22 日（月）ɿ重機にて、ද土層আڈ作ۀを行う。

　2 月 24 日（水）ɿ掘࢒࡟土のআڈ、調査区น面の掘࡟作ۀを行う。

　2 月 25 日（木）ɿ遺構検出、֧ཚ土のআڈ、遺構認定作ۀを行う（3 月 1 日終ྃ）。

　3 月 2 日（水）ɿ遺構検出状況のࣸਅࡱӨ、遺構掘࡟、֧ཚ土のআڈ作ۀを行う。

　3 月 3 日（木）ɿ遺構掘࡟、֧ཚ土のআڈ、調査区น面土層測量作ۀを行う。

　3 月 7 日（月）ɿ遺構掘࡟、遺構認定、調査地の測量作ۀを行う。

　3 月 8 日（Ր）ɿ遺構認定後の遺構検出状況ࣸਅのࡱӨ、柱穴の掘࡟、遺構検出面のਫ਼査作ۀ、調

査区શମの測量作ۀを行う。

　3 月 11 日（ۚ）ɿ柱穴の掘࡟、ࣸਅࡱӨ、測量作ۀをॱ次行う。

　3 月 15 日（Ր）ɿ検出した遺構の掘࡟、測量、ࣸਅࡱӨを終え、調査作ۀは終ྃした。

　3 月 16 日（水）ɿԾஔき掘࡟土のҠಈ、埋Ί໭し作ۀを人ྗにて行う。

　3 月 17 日（木）ɿ重機にて、調査区の埋Ί໭し作ۀを完ྃする。

　3 月 18 日（ۚ）ɿ発掘機ࡐのかたͮけ、出土遺物のચড়、ਤ面੔ཧ作ۀを行う。現地にて松山市ڭ

ҭҕһձ文化財՝୲当者とともに࠷終確認をし、調査地のҾき౉しを行い発掘調

査を完ྃする。

調 査 名ɿ衣山東組遺跡

調査৔所ɿ松山市衣山二丁目 326 番 4 の一部

調査面積ɿ約 75.47㎡

調査期間ɿ2016（ฏ成 28）年 2 月 22 日（月）ʙ同年 3 月 18 日（ۚ）

調査୲当ɿ公益財団法人松山市・文化スポーツ振興財団埋蔵文化財センター　主೚　山本　健一
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第̎અ　૚　Ґ（第 5 ਤ、ਤ൛ 1）

　調査地は、調査Ҏલはط存建物をఫڈしたߋ地であった。現況のඪߴは、19.80 ｍલ後である。調

査で確認した土層は、ҎԼの 5 種類である。

　第ᶗ層ɿ҉փ৭土（10: 4�1）ʤ੔地土ʥ調査区શҬにみられ、ްさ 14 ʙ 42㎝を測る。

　第ᶘ層ɿԫփ৭土（2.5: 5�1）ʤ଄成土ʥ調査区શҬにみられ、ްさ 10 ʙ 27㎝を測る。

　第ᶙ層ɿ白৭ඍ೪性土（/ 8�）ʤ地山層 1ʥ近現代の֧ཚにより࢒存していない部分があるが、調

査地中ԝ部分にややଟく࢒る。ްさは、5 ʙ 30㎝を測る。本層中からは、遺物は出土して

いない。本層্面にて、遺構検出作ۀを行う。

　第ᶚ層ɿԫ৭೪土（10:3 8�8）ʤ地山層 2ʥ本層も֧ཚ、࡟ฏにより部分的に࢒存している。ްさ

は、5 ʙ 10㎝を測る。本層中からは、遺物は出土していない。

　第ᶛ層ɿ੺ᒵ৭࠭᛽ࠞ土（103 6�8）ʤ地山層 3ʥްさは西นでは 17㎝まで確認したが、֧ཚ土坑基

ఈ部においても本層が確認されたたΊ層ްは 27㎝Ҏ্と思われる。本層中からは、遺物

は出土していない。

　土層ଯ積状況から調査地શҬは、ほ΅水ฏに੾土され現代の֧ཚをଟくडけていたと考えられる。

なお、調査にあたり調査区内に 4 ｍ࢛方のάリοドを設定した。北から南方޲΁ "、#、$、西から

東΁ 1、2、3、4 とάリοド名を付した。なお、北น・西น土層ਤ（第 5 ਤ）のポΠンτ B ʙ D は遺

構഑ஔਤ（第 6 ਤ）に記している。

第 4 ਤ　調査地Ґஔਤ
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（S=1：2,000）

調査地調査地
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圓通寺圓通寺

初
高
天
神

初
高
天
神

衣
山
二
丁
目

衣
山
二
丁
目



層　位

 － 13 －
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第̏અ　ҨߏͱҨ෺

　調査では掘立柱建物址 1 棟（柱穴 5 基を検出）と溝 1 条を検出した（第 6 ਤ）。遺物は、これら遺

構内より弥生土器、土師器、須恵器、古代瓦、かわらけが出土した。また、֧ཚ土中より石製ݛやમ

՟を࠾集した。

　本調査についてはʰ松山市埋蔵文化財調査年報 28ʱに֓要を報告しているが、੔ཧ作ۀの結果、

遺構認定ٴͼ名শがҟなっており、取りѻいには஫ҙしていたͩきたい。

第 6 ਤ　遺構഑ஔਤ

19.50ｍ19.50ｍ 19.50ｍ19.60ｍ
19.50ｍ19.60ｍ

19.50ｍ19.50ｍ
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̍ɽ۷ཱபݐ෺ᅿ
掘立 1（第 7 ʙ 10 ਤ、ਤ൛ 1 ʙ 5）

　調査地南୺西دりの #1 ʙ $3 区に位ஔする。建物શମの検出には至っていないが、詰石やࠜ詰石

が࢖用された柱穴構଄により建物址と判断した。西ଆ柱 2 本の柱穴には੾り߹いがݟられ、建物を建

てସえている。建物址は、৽・چとも東西方޲で 2 間分を検出した。建物址（৽）の方޲は東西方޲で、

約 14 ౓南にภしている。柱間は西ଆより 2.10N、2.65N を測り、東ଆが 0.55N 、は（چ）い。建物址޿

東西方޲より約 12 ౓南にภしている。柱間は西ଆより 2.30N、2.45N を測り、東ଆが 0.15N 、いが޿

建物址（৽）よりは柱間間ִはଗっている。建物址のن໛は（৽）・（چ）とも東西長 4.75 ｍを測る。

柱ྻの東ଆԆ長部では柱穴は検出されなかったたΊ、413 は北東۱柱と考えられる。

　֤柱穴のฏ面形態は円ʙ楕円形で、ن໛は径 40 ʙ 50㎝、深さ 26 ʙ 37㎝を測る。柱穴埋土は、ࠇ

৭土（10:3׊ 3�2）を基調とする。414 はൈき取り跡と思われ、ԫ৭࣭࠭土（2.5: 7�8）で埋まる。

遺物は411ʙ414の埋土中より詰石やࠜ詰石に転用された瓦片が出土した。ਤ化には至っていないが、

弥生土器、土師器、須恵器のখ片も出土している。建物址の性格は、ෆ明である。

第 7 ਤ　掘立 1ଌྔਤ
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瓦

 1 黒褐色土（10YR 3/2）
 2 橙色砂質土（5YR 6/6）に黒褐色土（10YR 3/2）が少量混
 3 黒褐色土（10YR 3/1）〔柱痕〕
 4 黄色砂質土（2.5Y 7/8）に黄灰色粘塊（2.5Y 8/6）混
5黒褐色砂質土（10YR 3/2）
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3黒褐色土（10YR 3/1)（やや灰色）〔柱痕〕
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出土遺物 3

 1 黒褐色土（10YR 3/2）
 2 黄色砂質土（2.5Y 7/8）に黒褐色土（10YR 3/2）少量混
 3 黄色砂質土（2.5Y 7/8）
 4 黄色砂質土（2.5Y 7/8）に黄灰色粘土塊（2.5Y 8/6）混
 5 黒褐色土（10YR 3/1）〔柱痕〕

S　　N H=19.60m

出土遺物 2

出土遺物 6

11
1

14
2 2

5
3

SP5SP2
出土遺物 6

SP2

SP5

0 1m

（S=1：20）

瓦

第 8 ਤ　SP1・SP4 ଌྔਤ 第 9 ਤ　SP3 ଌྔਤ

第 10 ਤ　SP2・SP5 ଌྔਤ

出土遺物（第 11・12 ਤ、ਤ൛ 7・8）

　1 ʙ 6 は瓦片で、1・2 はݢฏ瓦、3 ʙ 5 は

ฏ瓦、6 はؙ瓦である。

　1 はݢฏ瓦で、411 より出土した。Ԝ面୺

部はંれۂがり্方΁৳ͼ、্面に面をもつ

が、瓦当面は一部しか࢒存していない。ֺ

は、ۂ線ֺをなす。瓦当面の文様はෆ明であ

るが、֎区֎ԑには珠文が付く。Ԝ面は෍目、

ತ面は෍目ࡲりফし後、ࡉ縄タタΩࠟが࡯؍

できる。ฏ瓦部のްさは、2.2㎝を測る。2 は

ฏ瓦で、412ݢ より出土した。ۂ線ֺの三重

弧文であり、Ԝ面は෍目が࢒り、ತ面はϋέ

調੔後φσ調੔されている。ްさは瓦当面で

4.7㎝、ฏ瓦部で 2.0㎝を測る。3 はฏ瓦片で、

413 より出土した。খޱ面の੾断はԜತ面に
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ରして௚֯であるが、ॎ方޲はࣼΊにϔϥ੾りされている。Ԝ面は෍目、ತ面はࡉ縄タタΩࠟが࢒り、

ϋφシ࠭を施している。ްさは、2.1㎝を測る。4 はখޱ面が࢒るฏ瓦片で、414 より出土した。Ԝ面

は෍目、ತ面はࡉ縄タタΩࠟが࢒り、ް さ 2.7㎝を測る。5 はฏ瓦片で、411 より出土した。্୺部片で、

୺部はԜ面ଆに面取りが施されている。Ԝ面は෍目、ತ面はࡉ縄タタΩࠟが࢒り、ްさ 1.9㎝を測る。

6 はؙ瓦片で、412 より出土した。Ԝ面は෍目、ತ面はϋέ調੔後φσ調੔されており、ްさ 1.5㎝

を測る。

時期ܾ定に至る土器の出土はないが、古代瓦が詰石、ࠜ詰石に転用されていたことから古代：ظ࣌

末から中世初頭と考える。

第 11 ਤ　掘立 1出土遺物࣮ଌਤ（1）
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第 12 ਤ　掘立 1出土遺物࣮ଌਤ（2）
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第 13 ਤ　SD1 ଌྔਤ
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̎ɽߔ
SD1（第 13 ਤ、ਤ൛ 6）

　調査地南東部、#2 ʙ $4 区に位ஔする東西方޲の溝である。溝の南ݞは、現代の֧ཚ溝によりফ

໓している。ن໛は検出長 4.96 ｍ、෯ 1.20 ｍ、深さ 0.10 ｍを測る。埋土は、ԫᒵ৭ඍ೪性土（7.5:3

7�8）の୯一層である。遺物は溝のશମより土師皿（かわらけ）が出土したが、その৔でѹし௵され

た状態のものも確認できた。出土した土師器は、大半が皿であるが、土瓶が 1 ఺出土している。

出土遺物（第 14 ਤ、ਤ൛ 9）

　7 ʙ 16 は土師࣭土器で、7 ʙ 15 は皿、16 は土瓶である。皿はޱ径のҧいにより、3 種類に分類で

きる。7 ʙ 10 はޱ径が 11.0 ʙ 11.6㎝内におさまり、器ߴは 7・9 が 1.5㎝、8 が 1.6㎝、10 は 1.9㎝を

測る。11 ʙ 13 はޱ径が 9.0 ʙ 9.1㎝内におさまり、器ߴは 11 が 1.1㎝、12 が 1.4㎝、13 が 1.2㎝を測る。

14・15 は、ともにޱ径 7.0㎝、器ߴ 1.1㎝を測る。ޱ径の大きさにҧいはあるが、֎܏して立্ͪが

るޱԑ部、ఈ部ࢳ੾り཭しなͲの製作技法は同͡である。16 は土瓶の೺手部と考えられ、಑部઀߹

部にはṞ཭がみられる。内面には೪土ඥを巻き্͛ての成形がみられ、଻土は皿の଻土とࠅ似してい

てਫ਼ྑである。

。出土した土師器皿の形態より、中世末から近世と考える：ظ࣌
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0

（S=1：3）
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第 14 ਤ　SD1 出土遺物࣮ଌਤ

第 15 ਤ　撹乱出土遺物࣮ଌਤ
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̏ɽ֧ཚग़౔Ҩ෺
　17・18 は、֧ཚ土中より࠾集した。

出土遺物（第 15 ਤ、ਤ൛ 9）

　17 は石製18、ݛ はಔ製મ՟である。

17 は࢒存長 7.6㎝、࢒存෯ 5.2㎝ߴ、 さ 1.7

㎝を測る。্部内ఈ面には、࢖用ࠟがݦ

著に࢒る。ఈ部֎面にはԑを࡟り取った

ࠟがあり、作り௚して࢖用したものと考

える。

　18 は、ಔ製の׮Ӭ௨ๅである。पԑ

֎径 2.40㎝、पԑ内径 1.90㎝、޸ 0.55DN、

ްさ 0.11㎝、重量 3.0H を測る。৽׮Ӭમ。
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第̐અ　খ　݁

　今回の調査では、古代末から近世の遺構と遺物を検出した。調査地は؇ࣼ面্に位ஔし、現代の住

宅建設なͲにより調査区南୺部Ҏ֎は࡟ฏと֧ཚをڧくडけていた。このような状況で、ฏ҆時代末

から中世初頭の掘立柱建物址や中世末から近世の溝や、弥生時代から近世までの遺物を確認した。

̍ɽ૚　Ґ
　調査で確認した土層は 5 種類あり、্位の二層は近現代の੔地層や଄成土であった。また、調査区

も、大半が੾り土や֧ཚをडけていた。࢒存はগなかったが、第ᶙ層（地山層 1）白৭ඍ೪性土が確

認できた。この白৭ඍ೪性土はฏ໺東部、久ถ地区ٴͼそのपลでଯ積がݟられる೪土と似ており、

近年まで瓦製଄用に೪土が࠾集されていた。ʦ衣山༼跡पลからྑ࣭の瓦೪土が࠾れるʧとの記ड़（愛

媛県࢙　ࢿྉ編　考古）もあることから、調査地पลにはこの೪土のଯ積が考えられる。今後、पล

での調査により೪土࠾掘߅なͲの検出が期଴される。

̎ɽҨ　ߏ
　ฏ҆時代末から中世初頭の掘立柱建物址（掘立 1）は、建物を構成する柱穴の੾り߹いにより建て

ସえが行なわれていた。建物の方޲は東西軸方޲で、やや南にภっていた。このภりは現代の地割に

もݟられるもので、地形にԊったภりと思われる。柱ྻは東ଆでは検出されなかったが、西方޲΁Ԇ

長されるՄೳ性を༗している。柱穴からは詰石、ࠜ詰石に転用された瓦が出土した。器種はݢฏ瓦、

ฏ瓦、ؙ瓦である。

　中世末から近世の溝（4%1）は、溝の南ݞを現代の֧ཚ溝によりܽ೗していてશମはෆ明である。

出土した遺物は土師࣭土器の皿と土瓶で、皿はޱԑの法量により 3 種類に分別できる。このภった遺

物の出土状況と溝の方位が現代の地割の軸線に似ていることから、溝の性格は地鎮に࢖用したものと

考えられる。

̏ɽҨ　෺
　今回の調査で஫目される遺物に、掘立柱建物址の柱穴から出土したݢฏ瓦（第 11 ਤ 1、2）が͛ڍ

られる。1 のݢฏ瓦は֎区の一部しか࢒っていなかったが、࡯؍の結果、Ԝ面にはୟき台のΞタリが

確認され成形台を用いての一ຕ作りである。ತ面の成形はۇかに෍目が࢒っていることから、φσ調

੔により෍目はࡲりফされ、その後、ॎ方޲約 2 分の 1 までࡉ縄ୟきࠟが࢒っている。瓦当文様は、

֎区֎ԑに珠文が付く重郭文と考えている。瓦当文様はҟなるが、瓦当面の形状は衣山瓦༼出土の୓

Ө（第 16 ਤ）に似ている。製作年代は、製作技法なͲからಸྑ時代と考えられる。2 は三重弧文の

、線ֺでۂฏ瓦のഁ片である。瓦当面重弧文のԜತ線は明ྎで、ತ線部分はややؙຯをもつ。ֺ部はݢ

Ԝ面は෍目ࠟが࢒るが、ತ面は丁ೡにφσ調੔されている。製作年代は、瓦当面Ԝತ線部の成形、ֺ

の取り付け方、଻土が៛ີなͲから白鳳期と考えられる。衣山༼跡は大ਖ਼時代に調査が行われ、༼内

やपลからはؙݢ瓦、ݢฏ瓦、ؙ瓦なͲが出土している。瓦当面の文様形態から、ಸྑ時代後半から

ฏ҆時代の中期す͗まで存ଓしていたと推定されている。今回の調査地は、Ҏલに調査された衣山༼
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第 16 ਤ　ҥ山༼੻出土ݢฏנ୓Ө

ʰ愛媛県࢙　ࢿྉ編　考古ʱより転ࡌ

跡にඇৗに近い位ஔであり、出土した瓦もこの༼もしくは近઀する༼で焼成されたՄೳ性もあるが、

出土した三重弧文ݢฏ瓦が白鳳期であるなら͹、༼跡の଄Ӧ年代はগし૎る事になる。࠶౓、पลの

調査により༼跡が検出されࢿྉが૿Ճすることにより༼跡の૑ۀ時期、څڙઌなͲが判明する事を期

଴したい。

　今回の調査では、ฏ҆時代末から近世初頭の遺構を検出する事ができた。प囲の調査では同時代の

遺物は出土していたが、明確な遺構は未検出であった。検出数はগないが同時代の遺構が検出された

ことで、集落の一部が確認され調査の成果となった。今後、この地Ҭの発掘調査がਐむことで、より

集落のൣ囲、構଄が解明されることを期଴する。

ʲࢀ考文ݙʳ
ʰ愛媛県࢙　ࢿྉ編　考古 　ɦ愛媛県・愛媛県࢙編さΜҕһձ 1986
西ඌ　޾ଇ 1993 ʰདྷ住廃ࣉ遺跡　第 15 次調査報告書ʱ松山市文化財調査報告書　第 34 集
西ඌ　޾ଇ　ଞ 1994 ʰདྷ住・久ถ地区の遺跡ᶘʱ松山市文化財調査報告書　第 44 集
内　৻一ٶ 1996 ʰདྷ住廃ࣉ－第 19 次調査－ʱ松山市文化財調査報告書　第 56 集
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ද Ұཡߔ　4
ߔ

（̨̙）
地　区 அ໘ܗ ໛　ن

௕͞ʷ෯ʷਂ͞（̼） ຒ　土 出土遺物 ظ　࣌

1 #2 ʙ $4 皿状ʁ （4.96）ʷ（1.20）ʷ（0.10） ԫᒵ৭ඍ೪性土 土 中世末ʙ近世

ද 5　ப݀Ұཡ
൪߸
（̨̥）

地　区 ฏ໘ܗ ໛　ن
௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞（̼） ຒ　土 出土遺物 උ　ߟ

1 #1・$1 楕円形 0.50 ʷ 0.45 ʷ 0.37 ৭土　ଞ׊ࠇ 弥・土・須・瓦 掘立 1（৽）

2 $2 （楕円形） 0.40 ʷ（0.25）ʷ 0.27 ৭土　ଞ׊ࠇ 弥・須・瓦 掘立 （چ）1

3 $2・3 円形 0.50 ʷ 0.45 ʷ 0.26 ৭土　ଞ׊ࠇ 弥・土・瓦 掘立 1（৽）・（چ）

4 $1 （楕円形） （0.50）ʷ 0.50 ʷ 0.30 ԫ৭࣭࠭土　ଞ 瓦 掘立 （چ）1

5 $2 楕円形 0.50 ʷ 0.42 ʷ 0.35 ৭土　ଞ׊ࠇ 弥・瓦 掘立 1（৽）

ද 3　掘立பݐ物Ұཡ

掘　立 地　区 ໛　ن
（ؒ） ํ　Ґ （̼）௕ߦܻ ྊߦ௕（̼） 出土遺物 ظ　࣌

（چ）1 #1 ʙ $3 2 ʷ― 東西 4.75 ― 弥・土・須・瓦 ฏ҆末ʙ中世初頭

1（৽） #1 ʙ $3 2 ʷ― 東西 4.75 ― 弥・土・須・瓦 ฏ҆末ʙ中世初頭

ҨߏҰཡ・Ҩ෺࡯؍ද　　ʵ�ຌྫ�ʵ
　ҎԼのදは、本調査地検出の遺構・遺物のܭ測஋ٴͼ࡯؍一ཡである。

（̍）遺構一ཡද
地 区 ཝ άリοド名を記ࡌ。
ن ໛ ཝ （　）ɿ現存検出長を示す。
出土遺物ཝ 出土遺物のུ記について

弥ˠ弥生土器、土ˠ土師器、須ˠ須恵器、石ˠ石製඼

（̎）遺物࡯؍ද
法 量 ཝ （　）ɿ෮ݩ推定஋
調 ੔ ཝ 土器の֤部位名শをུ記した。

ྫ）ఈ˓ˠఈ部
଻ 土 ཝ ଻土ཝはࠞ和ࡎをུ記した。

ྫ）石ˠ石ӳ、長ˠ長石、ۚˠۚ΢ンϞ
（　）の中の数஋はࠞ和ཻࡎ子の大きさを示す。
ྫ）石・長（1 ʙ 4）ˠ　ʮ1 ʙ 4ᶱ大の石ӳ・長石を含むʯである。

焼 成 ཝ 焼成ཝのུ記について
˕ˠ ޷ྑ
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ද 8　撹乱出土遺物࡯؍ද　（ੴ੡඼）

൪߸ छ　ث ଘ　࢒ ࣭　ࡐ
๏　ྔ

උ　ߟ ਤ൛
௕͞（ᶲ） ෯（ᶲ） ް͞（ᶲ） ॏ͞（H）

17 ݛ 約 1�3 ੺৭೪൘ؠ （7.6） （5.2） 1.7 （91.6） ੺間石か 9

ද 9　撹乱出土遺物࡯؍ද　（ۚଐ੡඼）

൪߸ छ　ث ଘ　࢒ ࣭　ࡐ
๏　ྔ

උ　ߟ ਤ൛
（ᶲ）ܘ （ᶲ）޸ ް͞（ᶲ） ॏ͞（H）

18 મ 完形 ಔ 2.40 0.55 0.11 3.0 Ӭ௨ๅ׮ 9

ද 7　SD1出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（DN） จࢪ・ଶܗ
調੔ ৭調（֎໘）

（಺໘）
଻土
ম੒ උߟ ਤ൛

֎໘ ಺໘

7 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（11.6）
（9.0）

1.5

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ ᒵ৭

ᒵ৭

石・長（1）
ۚ
˕

9

8 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（11.5）
（8.6）

1.6

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ にͿいԫᒵ৭

にͿいԫᒵ৭

ີ
ۚ
˕

9 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

11.5
8.8
1.5

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ にͿいԫᒵ৭

にͿいԫᒵ৭

ີ
ۚ
˕

9

10 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（11.0）
（7.5）

1.9

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ 明ԫᒵ৭

にͿいԫᒵ৭

ඍཻ࠭
ۚ
˕

11 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（9.1）
（7.1）

1.1

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ ᒵ৭

ᒵ৭

石・長（1）
ۚ
˕

9

12 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（9.0）
（6.4）

1.4

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ ᒵ৭

ᒵ৭

ີ
ۚ
˕

13 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（9.0）
（6.6）

1.2

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭

ີ
ۚ
˕

14 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（7.0）
（5.5）

1.1

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭

石・長（1）
ۚ
˕

9

15 皿
径ޱ
ఈ径
器ߴ

（7.0）
（5.5）

1.1

。ԑޱする܏֎
୺部はઑる。

回転φσ
ఈ˓ 回転ࢳ੾り 回転φσ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭

石・長（1）
ۚ
˕

16 土瓶
長さ
֎径
ްさ

（7.2）
3.5
0.8

ඥ巻き্͛による成ܕ。 ԡѹˠφσࢦ φσ にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

ີ
ۚ 9

ද 6　掘立 1出土遺物࡯؍ද　（נ）

൪߸ छྨ จ༷
๏ ྔ 調 ੔ ෍໨

本਺
（ࢳܦ）

৭調
（ತ໘）

଻　土 ম　੒ ਤ൛
௕͞（ᶲ） ෯（ᶲ） ް͞（ᶲ） ತ　໘ Ԝ　໘ （Ңࢳ） （Ԝ໘）

1 ฏݢ 重郭ʁ （24.2） （20.0） 2.2 ෍目ࡲりফし
縄ୟきࡉ ෍目ࠟ 5 本

5 本
փ৭
փ৭ ີ ややೈ 7

2 ฏݢ 三重弧 （9.8） （10.7） 4.7 ϋέˠφσ ෍目ࠟ 9 本
8 本

փ白৭
ԫփ৭ ີ ややೈ 7

3 ฏ ― （11.5） （13.6） 2.1 縄ୟきࡉ
ϋφシ࠭ ෍目ࠟ 7 本

7 本
փ৭׊
փ白৭ ややີ ࣭ߗ 8

4 ฏ ― （7.8） （6.4） 2.7 縄ୟきࡉ ෍目ࠟ 8 本
8 本

փԫ৭
փ白৭ ີ ややೈ 8

5 ฏ ― （6.1） （6.8） 1.9 縄ୟきࡉ ෍目ࠟ 8 本
8 本

փ৭
փ白৭

石・長
（1 ʙ 3） ややೈ 8

6 ؙ ― （14.8） （9.1） 1.5 ϋέˠφσ ෍目ࠟ 6 本
6 本

փ৭
փ৭ ີ ややೈ 8
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第̍અ　調査ͷܦҢ

　発掘調査は、2017（ฏ成 29）年 5 月 26 日（ۚ）から։࢝した。調査は 2 つの調査区（1・2 区）を

設定した後、重機を࢖用してද土の掘࡟をし、作ۀһによる遺構検出や掘࡟、測量作ۀを行った。作

用して埋Ί໭しを行い、同年࢖終ྃ後は重機をۀ 6 月 9 日（ۚ）にて԰֎調査を終ྃした。

　調査終ྃ後は 2017（ฏ成 29）年 7 月 31 日（月）までの間に出土඼やਤ面、ࣸ ਅ類の੔ཧ作ۀを行い、

令和 3 年౓には報告書作成のたΊの本格的な੔ཧ作ۀ（遺物෮ݩ・実測౳）を։࢝した。ཌ年౓には

報告書ץ行に൐う編集作ۀを行った。ҎԼ、ฏ成 29 年౓に実施した調査・੔ཧ作ۀ工ఔをུ記する。

調査地

1区

2区

（S＝1：200）

10m0

第 17 ਤ　調査地ଌྔਤ
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ʲ発掘調査ɿฏ成 29 年౓ʳ

5 月 26 日（ۚ）ɿ調査でඞ要な؆қτΠϨやςンτ、水中ポンϓ౳の発掘機ࡐや発掘用۩をൖೖする。

ซ行して、ਃ੥ਤ面に基ͮき、調査区を設定する。

5 月 29 日（月）ɿ調査地内にΨードϑΣンスを設ஔし、҆શରࡦをਤる。その後、重機（όοΫϗー

0.1ὗ・ෆ੔地ӡൖं 3U）をൖೖし、ද土掘࡟作ۀに取りֻかる（本日で終ྃ）。

5 月 30 日（Ր）ɿ遺構検出作ۀ終ྃ後、ߴ所作ंۀを用いて検出状況ࣸਅをࡱӨする。検出した遺

構は竪穴建物 1 棟、溝 1 条、土坑 6 基、柱穴 14 基である。2 区検出の竪穴建物か

ら調査を։࢝し、建物の掘りԼ͛中に焼土や炭化ࡐを検出する。

5 月 31 日（水）ɿ竪穴建物のਫ਼査をし、検出状況ࣸਅをࡱӨする。測量後、炭化ࡐを取り্͛、埋

土の掘りԼ͛をଓ行する。ซ行して、土坑や柱穴の半ፊ作ٴۀͼ測量を行う。なお、

本日、ࣜגձࣾΤΫセϧ調査設ܭにより、調査地内に 4 。基४఺がଧ設されるڃ

6 月 1 日（木）ɿ土坑の掘࡟を終ྃし、ࣸਅࡱӨと測量を行う（本日にて終ྃ）。その後、1 区の遺

構ฏ面ਤを作成する。

6 月 2 日（ۚ）ɿ竪穴建物の掘りԼ͛、ٴͼ調査区น面の土層ਤ作成を行う。

6 月 5 日（月）ɿ竪穴建物の掘りԼ͛を終ྃし、出土した遺物のࣸਅࡱӨや取り্͛を行う。ซ行

して、2 区の遺構ฏ面ਤを作成する。

6 月 6 日（Ր）ɿ愛媛大ֶ名༪ڭत Լᑍ৴行ઌ生をটᡈし、発掘現৔にて調査ࢦಋをޤう。

6 月 8 日（木）ɿ調査区のਫ਼査をし、遺構完掘状況のࣸਅࡱӨٴͼ測量作ۀを行う。

6 月 9 日（ۚ）ɿ重機を࢖用して埋Ί໭し作ۀを行い、作ۀ終ྃ後、発掘機ࡐや発掘用۩をൖ出し、

԰֎調査を終ྃする。

6 月 12 日（月）ɿ埋蔵文化財センターにて出土඼のચড়・஫記作ٴ、ۀͼਤ面やࣸਅの੔ཧ作ۀを

։࢝し、7 月 31 日（月）にて終ྃする。

調 査 名ɿ久万山本遺跡

調査৔所ɿ松山市久万ノ台 1035 番の一部

調査面積ɿ約 24㎡

調査期間ɿ2017（ฏ成 29）年 5 月 26 日（ۚ）ʙ 同年 6 月 9 日（ۚ）

調査୲当ɿ公益財団法人松山市・文化スポーツ振興財団埋蔵文化財センター　主೚　水本　完児

第̎અ　૚　Ґ（第 18 ʙ 20 ਤ、ਤ൛ 11）

　調査地は松山ฏ໺西部、௿位ٰྕ্のඪߴ 18.8 ʙ 19.0 ｍに立地する。調査Ҏલは、宅地であった。

調査地の基本層位は、ҎԼの 5 層（第ᶗʙᶛ層）である。このうͪ、第ᶙ層と第ᶚ層は遺物包含層で

あり、第ᶛ層্面が調査における࠷終遺構検出面である。

第ᶗ層－近現代の଄成土で、土৭・土࣭のҧいにより 3 種類に分層される。

第ᶗᶃ層ɿ଄成に൐うਅ࠭土で、1 区શҬと 2 区北半部をআく地Ҭにみられ、層ްは 2 ʙ 14㎝で

ある。
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第ᶗᶄ層ɿ׊փ৭土（7.5:3 6�1）で 1 区西半部と 2 区南西部をআく地Ҭにみられ、層ްは 2 ʙ

18㎝である。

第ᶗᶅ層ɿփԫ׊৭土（10:3 4�2）で 1 区と 2 区のશҬにみられ、層ްは 3 ʙ 42㎝である。

第ᶘ層－近現代の೶ߞに൐うߞ土で、土৭のҧいにより 2 種類に分層される。

第ᶘᶃ層ɿにͿい׊৭࣭࠭土（7.5:3 5�4）で 2 区にみられ、層ްは 2 ʙ 30㎝である。

第ᶘᶄ層ɿにͿいԫ׊৭࣭࠭土（10:3 5�4）で 2 区にみられ、層ްは 2 ʙ 14㎝である。

第ᶙ層－׊ࠇ৭土（10:3 3�2）で 1 区と 2 区のશҬにみられ、層ްは 2 ʙ 30㎝である。第ᶙ層は、

南西から北東に޲けて؇やかなࣼ܏ଯ積をなす。調査区น面の土層࡯؍により、本層্面

から掘࡟された遺構（柱穴）を確認している。本層中からは、土師器片や須恵器片がগ量

出土している。

第ᶚ層－׊ࠇ৭土（7.5:3 3�1）で 1 区と 2 区のશҬにみられ、層ްは 4 ʙ 42㎝である。第ᶙ層と同様、

第ᶚ層は南西から北東΁޲けて؇やかなࣼ܏ଯ積をなす。本層্面、ٴͼ本層中から掘࡟

された遺構（竪穴建物・土坑・柱穴）を確認している。なお、ฏ面調査では検出されてい

ないが、土層࡯؍の結果、本層্面から掘࡟された遺構ʤ埋土 Bɿ׊ࠇ৭土（7.5:3 3�1）

に明׊৭土（7.5:3 5�6）がϒϩοΫ状にࠞೖ、埋土 Cɿ׊ࠇ৭土（10:3 3�2）に明׊৭

土（7.5:3 5�6）がϒϩοΫ状にࠞೖʥを確認している。本層中からは、縄文土器や弥生土器、

土師器、須恵器のほかに石器（石᭲）が出土している。

第ᶛ層－本層্面は、調査における࠷終の遺構検出面である。土৭のҧいにより、2 種類に分層さ

れる。本層্面は 1 区南西部が࠷もߴく、࢑時、2 区北東部に޲けて؇やかなࣼ܏をなす。

1 区南西部のඪߴは約 19.0 ｍ、2 区北東部ではඪߴ約 18.4 ｍである。

第ᶛᶃ層ɿԫ׊৭土（2.5: 5�3）で 1 区北半部と 2 区で部分的にみられ、層ްは 2 ʙ 26㎝である。

第ᶛᶄ層ɿ明׊৭土（7.5:3 5�6）で 1 区と 2 区のほ΅શҬにみられる。

　検出した遺構や出土遺物から第ᶙ層は古墳時代、第ᶚ層は弥生時代までにଯ積した土層と考えられ

る。調査にあたり、調査地内に 5 ｍ࢛方のάリοドを設定した。άリοドは北から南΁ "・#・$・%、

西から東΁ 1・2 とし、"1・"2ŋŋŋŋ%2 区といったάリοド名を付した（第 21 ਤ）。άリοドは、遺

構の位ஔද示や遺物の取り্͛౳にར用した。

　なお、本調査では検出した遺構はུ号でද記し、遺構番号は 3 ܻとしてඦの位には区名を付けた。

また、遺物は地区に関܎なく、௨し番号とした（1 ʙ 76）。

　　（ྫɿ2 区の 3 号土坑 ˠ 4,203）

第̏અ　ҨߏͱҨ෺

　調査では竪穴建物 1 棟、溝 1 条、土坑 6 基、柱穴 14 基を検出した（第 21 ਤ、ਤ൛ 11）。内༁は 1

区が土坑 3 基、柱穴 2 基、2 区が竪穴建物 1 棟、溝 1 条、土坑 3 基、柱穴 12 基である。す΂て、第

ᶛ層ԫ׊৭土または明׊৭土্面での検出である。遺物は縄文土器や弥生土器、土師器、須恵器、石

器、木器が出土した。遺物の出土量は、遺物収ೲശ（600 ʷ 440 ʷ 140ᶱ）2 ശ分である。
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̍ɽ୦݀ݐ෺
SB201（第 22 ʙ 24 ਤ、ਤ൛ 14 ʙ 16）

　2 区南ଆ、#1 ʙ $2 区で検出した竪穴建物で、検出時には炭化ࡐや炭化物、焼土մがࢄ在しており、

焼失建物であることが判明している。調査期間の౎߹্、重機により第ᶛ層্面まで掘࡟を行ったこ

とから、建物埋土の大半を࡟ฏすることになった。

　4#201 のนମは重機による掘࡟のたΊ大半はফ失しており、埋土の一部とपน溝や԰内ߴচ部（ϕο

ドとݺশ。）の一部ٴͼ炉址のみを検出した。まͣ、पน溝は建物南ଆにて検出されたが、北ଆは࡟
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ฏが著しく未検出である。その一方で、建物

北ଆには調査นの土層࡯؍によりϕοドが存

在しており、建物北นはϕοドの遺存状況に

より推定ൣ囲をఏ示している。

　建物のฏ面形態は方形または۱ؙ方形と思

われ、ن໛は南北検出長 5.70 ｍ、東西検出長

2.80 ｍである。土層࡯؍の結果、นߴは約 25

㎝を確認した。建物埋土は、׊ࠇ৭土（7.5:3

3�2）や׊ࠇ৭土（7.5:3 3�2）にԫ׊৭土（2.5:

5�3）がࠞೖするものである。લड़のとおり、

建物埋土は大半が࡟ฏされ、検出時は建物চ

面が࿐ఄしている状況であったが、建物南ଆ

を中৺に中ԝ部や北ଆには炭化ࡐや焼土が検

出された。

　内部施設は、ϕοドとपน溝ٴͼ炉址を検

出した。ϕοドは建物北นԊいにあり、׊ࠇ

৭土（7.5:3 3�1）と明׊৭土（7.5:3 5�6）

のࠞ߹土を用いて構ஙされ、そのن໛は෯ 60

㎝Ҏ্、ߴさは 8 ʙ 14㎝である。なお、ϕο

ドの両୺は֧ཚや土坑 4,203 により࡟ฏされ

ており、ਖ਼確なن໛はෆ明である。次に、प

น溝は建物南ଆで検出した。௚線的に掘࡟さ

れており、ن໛は෯ 12 ʙ 20㎝、深さ 6 ʙ 11

㎝である。埋土は、׊ࠇ৭土（7.5:3 3�1）୯

層である。

　炉址は建物中ԝ部南دりで検出され、長径

1.20 ｍ、短径 0.85 ｍ、深さ 30㎝を測る楕円形

状の掘り込みと、掘り込みを取り囲むような溝で構成されている。掘り込みの断面形態はٯ台形状を

なし、埋土は建物埋土と同様の׊ࠇ৭土（7.5:3 3�2）である。なお、埋土中位には焼土がްさ 10㎝

ఔ౓ଯ積している。また、掘り込み南ଆ部分には෯ 10㎝、ߴさ 15㎝ఔ౓の炉ఏが一部遺存している。

炉అは、ԫ׊৭土（2.5: 5�3）を用いて構ஙされている。掘り込みの西ଆʙ南東部では、溝を検出した。

とりわけ、西ଆの溝は掘り込みと連結しており、掘り込みと溝とは一連の遺構と判断される。溝埋土

は׊ࠇ৭土（7.5:3 3�2）であるが、埋土中からはগ量のփが検出されている。

　このほか、建物চ面からは 2 基の土坑（4,202・203）と大খ 8 基の柱穴（41204 ʙ 208・210 ʙ

212）を検出した。このうͪ、4,202 と 3 基の柱穴（41205・207・208）をআく遺構は土層࡯؍の結

果や建物との重ෳより、4#201 構ஙҎ߱に掘࡟されたものである。なお、主柱穴は判断できなかった。

　遺物は、埋土中や炉址内より弥生土器片がগ量出土した。炭化ࡐや炭化物、焼土は建物南西部に比

ֱ的集中して分෍しており、焼土は炭化ࡐの্面にて検出されている。また、炭化ࡐには柱ࡐと思わ

0 2m

（S=1：50）
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れる木ࡐが含まれていたが、その方޲にはنଇ性が認Ίられなかった。このことから、4#201 は廃絶

時に建物を解ମした後、԰ࠜࡐや柱ࡐを焼却したものと推測される。

出土遺物（第 25・26 ਤ、ਤ൛ 20）

　1 ʙ 35 は 4#201 埋土出土඼、36・37 は炉址内出土඼である。

ʤSB201 ຒ土出土඼ʥ

　1 ʙ 16 はᙈ形土器。1 はʮくʯのࣈ状ޱԑで、弥生時代後期の特徴を示す。6・7 はޱ径 24㎝Ҏ্

の大ܕ඼で、6 の内面にはϔϥϛΨΩを施す。8 ʙ 12 はޱԑʙ಑部片である。10 の֎面にはϋέϝ
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3　橙色土 (7.5YR 6/6) 明褐色土 (7.5YR 5/6) 混入
　　炭・焼土を含む
4　黄褐色土 (2.5Y 5/3)〔炉堤〕
5　黒褐色土（7.5YR 3/2）〔小溝埋土〕 

焼土
炭
土器

0 1m

（S=1：30）

第 24 ਤ　SB201 ಺炉址ଌྔਤ
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第 25 ਤ　SB201 出土遺物࣮ଌਤ（1）

0

（S=1：4）

20cm

1
2 3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
15 16

17

18

19

20

21 22

23

24

25

SB201 埋土：1～ 25
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調੔後、タタΩ調੔がみられる。13・14 は಑部片。13 の֎面にはタタΩ調੔がみられ、14 の֎面に

はϔϥ状工۩による௜線文 2 条Ҏ্が施される。15・16 はఈ部片で、ฏఈである。

　17 ʙ 25 はᆵ形土器。17 ʙ 19 はޱ޿ᆵのޱԑ部片で、17 のޱԑ୺部には௜線文 3 条を施し、19 に

は೾状文を施す。20・21 はෳ߹ޱԑᆵ。20 のޱԑ୺部は内܏する面をもͪ、ޱԑ部にはΫシ状工۩

による೾状文を施す。21 はখ片で、೾状文がۇかに࢒る。22 はᰍ部片、23・24 はݞ部片である。24

は断面方形状のತଳをషり付け、ತଳ্にࣼ格子目文を施す。

　26 ʙ 31 はു形土器で、26・27 のޱԑ部は௚立する。28 は推定ޱ径 41.2㎝を測る大ܕ඼で、ޱԑ

部は֎൓し、ޱԑ୺面はφσによりԜむ。ମ部内面には、Ϥコないしφφϝ方޲のϔϥϛΨΩ調੔が

みられる。29・30 は಑部片、31 はఈ部片で、ಥ出するখさなฏఈである。

　32 ʙ 34 はߴᆀ形土器。32 はޱԑ部が֎൓し、33 のᆀ部Լ位にはྏをもつ。32・33 の内֎面ٴͼ

34 の֎面には、丁ೡなϔϥϛΨΩを施す。35 は器台形土器。推定ޱ径 39.8㎝を測る大ܕ඼で、ޱԑ

୺部にࠁ目を施す。

ʤSB201 炉址出土඼ʥ

　36 はߴᆀ形土器。ᆀ部片で、ޱԑ部は֎൓する。37 はᙈ形土器のఈ部で、ఈ部中ԝ部はԜむ。֎

面には、φφϝ方޲のタタΩ調੔がみられる。

　なお、出土඼のうͪ、଻土中に੺৭ࢎ化土ཻの含まれる遺物が 6 ఺（12・13・15・20・29・31）ある。

出土した土器の形態やᙈ形土器に施されるタタΩ調੔౳より、4#201：ظ࣌　 の廃غ・埋຅時期は弥

生時代後期後半から末とする。

第 26 ਤ　SB201 出土遺物࣮ଌਤ（2）

0

（S=1：4）

20cmSB201 埋土：26～ 35
SB201 炉址：36・37

26 27

28

29

30

31

32 33

34
35

36
37
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第 27 ਤ　SD201 ଌྔਤ

H＝18.70ｍ

H
＝
18.70ｍ

1

1

西
壁

西
壁

SP210

SP211

SB201 炉址

SB201 炉址

1　灰黄褐色粘質土
　　（10YR 4/2）

0 1m

（S=1：30）

̎ɽߔ
　調査では、2 区から溝状遺構 1 条を検出した。

SD201（第 27 ਤ、ਤ൛ 14）

　2 区南ଆ $1・2 区に位ஔし、લड़した竪穴建物 4#201 のఈ面にて検出した溝状遺構で、遺構西ଆ

は調査区֎にଓく。遺構্面は 4#201 の炉址に൐うখ溝や 2 基の柱穴（41210・211）により一部、

໛は東西検出長ن。ฏされている࡟ 1.86 ｍ、南北長 0.96 ｍ、深さは 16DN である。断面形態はϨン

ズ状をなし、埋土は೪性のڧいփԫ׊৭೪࣭土（10:3 4�2）୯層である。遺構基ఈ面には、ややԜ

ತがみられる。遺構内からは、遺物の出土はない。

೉であるが、4#201ࠔ出土遺物がなく時期特定は：ظ࣌ 構ஙҎલの遺構であることから、4%201 は

֓Ͷ、弥生時代後期後半Ҏલとする。

̏ɽ౔　޵
　調査では、6 基の土坑を検出した。内༁は 1 区が 3 基（4,101 ʙ 103）、2 区は 3 基（4,201 ʙ

203）である。なお、1 区北۱は発掘調査։࢝時に土層のଯ積状況を確認するたΊ、重機による深掘

を行ったたΊ、1 区北۱で検出した 2 基の土坑（4,102・103）は্部が࡟ฏされている。

SK101（第 28 ਤ、ਤ൛ 16）

　1 区北部、"・#1 区にて検出した土坑で、土坑西ଆは調査区֎にଓく。ฏ面形態は円形をなすもの
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と思われ、ن໛は南北長 0.75N、東

西検出長 0.63N、深さは 72DN である。

1 区西นの土層࡯؍により、本དྷは

第ᶚ層্面から掘࡟された遺構であ

り、第ᶙ層が遺構্面を෴う。なお、

第ᶙ層Լでは深さ 80DN を測る。断

面形態は、遺構中ԝ部がԜむसఈ状

をなす。埋土は 2 層に分層され、্

層は׊ࠇ৭土（10:3 3�2）に明׊৭

土（7.5:3 5�6）がϒϩοΫ状にগ量

ࠞೖ、Լ層は׊ࠇ৭土（10:3 3�2）

で、埋土中にはগ量の焼土が含まれ

る。土坑基ఈ面は、ほ΅ฏୱである。

遺物は埋土中より、গ量の弥生土器

片が出土した。

出土遺物（ਤ൛ 21）

　38 ʙ 41 はᙈ形土器。いͣれもখ片

で、38 のޱԑ部はʮくʯのࣈ状をなす。

39 はޱԑʙ಑部片で、内面にはタς

方޲のϔϥϛΨΩを施す。40・41 は

಑部片で、40 の֎面にはタタΩ調੔

がみられる。41 の֎面にはΫシ状工

۩による௜線文と、௜線文の্Լに 2

έ 1 組の஛؅文を施す。41 の内֎面

には、丁ೡなϔϥϛΨΩがみられる

（弥生時代લ期後半）。42 はു形土器

で、ಥ出するখさなฏఈである。

出土遺物の特徴より、4,101：ظ࣌

は弥生時代後期後半から末とする。

SK102（第 29 ਤ、ਤ൛ 17）

　1 区北部、"1 区にて検出した土坑であるが、調査։࢝当初は、調査地にଯ積する土層を確認する

たΊ、1 区北۱に重機による深掘りを実施したことにより、4,102 の্部は࡟ฏされている。ฏ面形

態はෆ੔の楕円形をなし、ن໛は南北検出長 0.86N、東西検出長 0.75 ｍ、深さは 15㎝である。なお、

1 区西นの土層࡯؍により土坑্面は第ᶚ層が෴い、第ᶚ層Լでは深さ 32㎝を測る。断面形態はٯ台

形状をなし、埋土はփԫ׊৭೪࣭土（10:3 4�2）୯層である。土坑基ఈ面にはԜತがみられ、土坑

北ଆには径 0.12 ʙ 0.26 ｍ、深さ 5㎝ఔ౓のϐοτ状のԜみがある（埋土は土坑と同͡）。遺物は埋土

中より、গ量の弥生土器片が出土した。

第 28 ਤ　SK101 ଌྔਤ・出土遺物࣮ଌਤ

H＝18.90ｍ

H
＝
18.90ｍ

12

西
壁

西
壁

1　黒褐色土（10YR 3/2）に
　　明褐色土（7.5YR 5/6）が
　　ブロック状に少量混入
2　黒褐色土（10YR 3/2）に
　　焼土が少量混入

0 1m

（S=1：30）

0

（S=1：4）

10cm

38

39

40

41

42
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出土遺物

　43 はᆵ形土器。ෳ߹ޱԑᆵのޱԑ部片で、௜線文 2 条を施す。

গで時期特定は೉しいが、出土遺物の特徴や検出層位より、4,102ۇ出土遺物が：ظ࣌ は弥生時

代後期後半とする。

SK103（第 30 ਤ、ਤ൛ 17）

　1 区北୺、"1 区にて検出した土坑で、土坑北ଆと東ଆは調査区֎にଓく。4,102 と同様、重機に

よる深掘りのたΊ遺構্部はফ失している。ฏ面形態は楕円形をなすものと思われ、ن໛は南北検出

長 0.98 ｍ、東西検出長 0.54 ｍ、深さは 13㎝である。1 区東นの土層࡯؍により、土坑্面は第ᶚ層

が෴い、第ᶚ層Լでは深さ 28㎝を測る。断面形態はٯ台形状をなし、埋土は׊ࠇ৭土（7.5:3 3�1）

に明׊৭土（7.5:3 5�6）がϒϩοΫ状にࠞೖするものである。土坑基ఈ面は、ほ΅ฏୱである。遺

物は埋土中より、弥生土器片が数఺出土した。

出土遺物

　44 はᙈ形土器。಑部のখ片で、֎面はϋέϝ調੔、内面にはϋέϝ調੔後、ϔϥϛΨΩを施す。

গで時期特定は೉しいが、出土遺物の特徴と検出層位より、4,103ۇ出土遺物が：ظ࣌ は弥生時

代後期後半とする。

第 29 ਤ　SK102 ଌྔਤ・出土遺物࣮ଌਤ 第 30 ਤ　SK103 ଌྔਤ・出土遺物࣮ଌਤ

H＝18.90ｍ

H
＝
18.90ｍ

1 西
壁

西
壁

1　灰黄褐色粘質土
　　（10YR 4/2）

0 1m

（S=1：30）

0

（S=1：4）

10cm

H＝18.90ｍ

H
＝
18
.9
0ｍ

1
北 壁
東
壁

東
壁

1　黒褐色土（7.5YR 3/1）に
　　明褐色土（7.5YR 5/6）が
　　ブロック状に混入

Ⅳ

北 壁

0 1m

（S=1：30）

0

（S=1：4）

10cm
43 44
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SK201（第 31 ਤ、ਤ൛ 18）

　2 区北部、"1 区にて検出した土坑である。ฏ面形態は

ෆ੔の楕円形をなし、ن໛は長径 0.97 ｍ、短径 0.60N、

深さは 13㎝である。断面形態は؇やかなٯ台形状をなし、

埋土はփ׊৭土（5:3 4�2）୯層である。土坑基ఈ面は、

中ԝ部がややԜむ。土坑内からは、遺物の出土はない。

೉であり、時期はࠔ出土遺物がなく時期特定は：ظ࣌

ෆ明とする。

SK202（第 32 ਤ、ਤ൛ 18）

　2 区中ԝ部南دり、$1 区に位ஔする土坑で、4#201 ఈ

面にて検出した。ฏ面形態はෆ੔の楕円形をなし、ن໛

は長径 0.76N、短径 0.54 ｍ、深さは 20㎝である。断面形

態はٯ台形状をなし、埋土は׊ࠇ৭土（7.5:3 3�2）にփ

৭土（5:3׊ 4�2）がϒϩοΫ状にࠞೖする。土坑基ఈ

面にはԜತがなく、ほ΅ฏୱである。遺物は埋土中より、弥生土器片がগ量出土した。

出土遺物（ਤ൛ 21）

　45 はᙈ形土器。ʮくʯのࣈ状をなすޱԑ部片で、֎面にはϋέϝ調੔がみられる。46 はു形土器。

のϔϥϛΨΩがみられる。47޲ԑ部は短く֎൓し、ମ部֎面にはφφϝ方ޱ はᆵ形土器のఈ部。ฏ

ఈで、内֎面にはϋέϝ調੔がみられる。

出土遺物の特徴より、4,202：ظ࣌ は弥生時代後期後半とする。このことから、4,202 は 4#201

に付ਵする土坑のՄೳ性がある。

0 1m

（S=1：30）

H＝18.50ｍ

1

1　灰褐色土（5YR 4/2）

第 31 ਤ　SK201 ଌྔਤ

第 32 ਤ　SK202 ଌྔਤ・出土遺物࣮ଌਤ

0 1m

（S=1：30）

H＝18.70ｍ

1

1　黒褐色土（7.5YR 3/2）に
　　灰褐色土（5YR 4/2）が
　　ブロック状に混入

0

（S=1：4）

10cm

45

46

47
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第 33 ਤ　SK203 ଌྔਤ・出土遺物࣮ଌਤ

H＝18.80ｍ

H
＝
18.80ｍ

1

1　黒褐色土（10YR 3/2）に
　　明褐色土（7.5YR 5/6）が
　　ブロック状に少量混入

西
壁

西
壁

0 1m

（S=1：30）

SK203（第 33 ਤ、ਤ൛ 19）

　2 区中ԝ部、#・$1 区にて検出した土坑で、土坑西ଆは調査区֎にଓく。ฏ面形態はෆ੔の楕円形

をなすものと思われ、ن໛は東西検出長 0.66 ｍ、南北長 0.58 ｍ、深さは 26㎝である。2 区西นの土

層࡯؍により第ᶚ層্面から掘࡟された遺構であり、第ᶚ層Լでは深さ 56㎝を測る。また、4,203

は 4#201 埋຅Ҏ߱に掘࡟された遺構である。断面形態はٯ台形状をなし、埋土は׊ࠇ৭土（10:3

3�2）に明׊৭土（7.5:3 5�6）がϒϩοΫ状にগ量ࠞೖする。土坑基ఈ面にはԜತがみられͣ、ほ΅

ฏୱである。遺物は埋土中より、গ量の弥生土器片が出土した。

出土遺物（ਤ൛ 21）

　48 はᙈ形土器のখ片で、ޱԑ୺部はʮコʯࣈ状をなす。49・50 はᆵ形土器。49 はଠᰍᆵで、ޱԑ

部は短く֎൓し、内面にはϤコ方޲のϔϥϛΨΩを施す。50 はࡉ長ᰍᆵで、֎面にはΫシ状工۩に

よるࡉ௜線文 20 条を施す。֎面には、ԣ方޲の丁ೡなϔϥϛΨΩ調੔がみられる。51 はߴᆀ形土器

のᆀ部খ片で、ޱԑ部は֎൓する。

出土遺物の特徴と：ظ࣌ 4#201 との重ෳ関܎より、4,203 は弥生時代末とする。

̐ɽப　݀
　調査では、14 基の柱穴を検出した（第 34 ਤ）。内༁は 1 区が 2 基（41101・102）、2 区は 12 基（41201

ʙ 212）である。柱穴掘り方埋土で分類すると、ҎԼの 5 種類となる。

埋土ᶃɿ׊ࠇ৭土（7.5:3 3�1）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ7 基（41101・102・201・202・207ʙ209）

埋土ᶄɿ׊ࠇ৭土（7.5:3 3�1）に׊փ৭土（10:3 6�1）

がϒϩοΫ状にࠞೖ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1 基（41205）

埋土ᶅɿ׊ࠇ৭土（10:3 3�2）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ3 基（41210 ʙ 212）

0

（S=1：4）

10cm

48 49

50 51
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H＝18.70ｍ

H＝18.50ｍ
H＝18.60ｍ

H＝18.60ｍ

H＝18.60ｍ H＝18.60ｍ

H＝18.80ｍ
H＝18.40ｍ H＝18.30ｍ

H＝18.60ｍ

H＝18.60ｍ

H＝18.90ｍ H＝18.40ｍ

H＝18.60ｍ
1 1 1

1

5

4

2
4

1

1
1 3

3 3

〔SP101〕
〔SP102〕

〔SP201〕

〔SP202〕

〔SP203〕

〔SP204〕
〔SP205〕

〔SP206〕

〔SP207〕

〔SP208〕

〔SP209〕 〔SP210〕

〔SP211〕 〔SP212〕

1　黒褐色土（7.5YR 3/1）
2　黒褐色土（7.5YR 3/1）に褐灰色土
　　（10YR 6/1）がブロック状に混入
3　黒褐色土（10YR 3/2）
4　黒褐色土（10YR 3/2）に明褐色土
　　（7.5YR 5/6）がブロック状に混入
5　褐灰色土（10YR 6/1）

東
壁

東
壁

東
壁

東
壁

東
壁

東
壁

西
壁

西
壁

西
壁

西
壁

北壁

0 1m

（S=1：30）

第 34 ਤ　ப݀ଌྔਤ
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第 35 ਤ　ப݀出土遺物࣮ଌਤ

埋土ᶆɿ׊ࠇ৭土（10:3 3�2）に明׊৭土（7.5:3 5�6）

がϒϩοΫ状にࠞೖ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ2 基（41204・206）

埋土ᶇɿ׊փ৭土（10:3 6�1）ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ1 基（41203）

　検出した柱穴のうͪ、埋土ᶆの柱穴 2 基は調査น面の土層࡯؍により、第ᶘ層が柱穴্面を෴う。

また、埋土ᶃ柱穴のうͪ、41202 の্面は第ᶙ層が෴う。なお、埋土ᶃ柱穴からは弥生土器、埋土ᶆ

柱穴からは土師器や須恵器のখഁ片が出土している。これらのことから、埋土ᶃ・ᶄ・ᶅは弥生時代、

埋土ᶆ・ᶇは古墳時代Ҏ߱の柱穴と考えられる。検出した柱穴のうͪ、ҎԼの 6 基（41101・102・

201・204・207・209）から出土した遺物をࡌܝする。

出土遺物（第 35 ਤ）

　52 ʙ 55 は 41101 出土඼。52・53 はᙈ形土器で、52 のޱԑ部はʮくʯのࣈ状をなす。54 はᆵ形土

器。ແᰍᆵで、ޱԑ部に径 0.5㎝大の円޸を؃कする。55 はߴᆀ形土器の柱部片で、֎面にはϔϥϛ

ΨΩを施す。56 は 41102 出土඼。ᆵ形土器のᰍʙݞ部片で、֎面にはϋέϝ調੔がみられる。57 は

41201 出土඼。ෳ߹ޱԑᆵのޱԑ部片で、Ϋシ状工۩による೾状文を施す。58 ʙ 60 は 41204 出土඼。

0
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58 は๰਴ं。ᙈ形土器またはᆵ形土器の಑部転用඼で、ްさ 0.9㎝を測る。59 は須恵器ᆀ֖。খ片

で、ఱҪ部とޱԑ部のڥքにはԜ線状のԜみが巡る。60 は須恵器ᙈ。಑部のখ片で、֎面にฏ行ୟき、

内面には円弧ୟきがみられる。61・62 は 41207 出土඼。61 はᙈ形土器で、ޱԑ部はʮくʯのࣈ状を

なす。62 はᆵ形土器。ޱ޿ᆵのޱԑ部片で、ޱԑ୺部はԼ方にංްする。63 は 41209 出土඼。ു形

土器。খ片で、ޱԑ部は௚立する。なお、41101・41102・41201・41207・41209 出土඼は弥生時代

後期、41204 出土඼は古墳時代後期の特徴を示す。

̑ɽแؚ૚・஍఺ෆ໌Ҩ෺
　発掘調査では、遺構検出時や重機掘࡟時に遺物が出土した。遺構検出時の遺物はʮ第ᶚ層出土඼ʯ

として取りѻい、重機掘࡟時の遺物は出土した層位や出土地఺が明白でないたΊ、ʮ地఺ෆ明遺物ʯ

としてࡌܝする。

（１）第Ⅳ層出土遺物（第 36 ਤ、ਤ൛ 21）

　64 ʙ 66 は須恵器。64・65 はᆀ֖片で、64 のఱҪ部とޱԑ部のڥքにはԜ線状のԜみをもつ。65

のఱҪ部֎面には、ϔϥ状工۩による線ࠁがみられる（ϔϥ記号かʁɿ6 世ل中67。（ࠒ は土師器。

ᙈ形土器でޱԑ部は֎൓し、ޱԑ୺部はؙく্͛࢓る（6 世68。（ل ʙ 71 は弥生土器。68 はു形土器で、

、る。70はᙈ形土器のఈ部片で্͛࢓੄部のখ片で、୺部はؙく٭。形土器٭ࢧԑ部は֎൓する。69はޱ

ฏఈである。71 はു形土器のఈ部で、中ԝ部がԜむ（68 ʙ 71ɿ弥生時代後期後半）。72 はઙുのޱ

ԑ部片で、内面には֋֪条ࠟがみられる（縄文時代晩期後半）。73 はฏ基ࣜ石᭲で、ਕ部と基部の一

部はܽଛしている。ഁଛ඼で、࣭ࡐはαψΧΠτである。

（２）地఺ෆ໌出土遺物（第 36 ਤ）

　74・75 は須恵器ᆀ֖。74 のޱԑ୺部は、ઑりؾຯにؙく্͛࢓る。76 は土師器のᙈ形土器。಑部

্位のഁ片で、内֎面にはϋέϝ調੔がみられる（古墳時代後期）。

第̐અ　খ　݁

　調査では、縄文時代から古墳時代までの遺構・遺物を確認した。ここでは、まとΊを行う。

̍ɽೄ文࣌୅
　縄文時代の遺構は未検出であるが、第ᶚ層中よりઙു片が 1 ఺（第 36 ਤ 72）出土した。ޱԑ部の

খ片で、内面には֋֪による条ࠟを確認した。遺物の特徴より、晩期後半の所࢈と考えられる。

̎ɽ໻ੜ࣌୅
　弥生時代の遺構は、竪穴建物 1 棟と土坑 5 基を検出した。4#201 は一ล 5.7 ｍҎ্の۱ؙ方形状竪

穴建物で、土అを൐った炉址が付設されており、そのप囲には溝が弧状に巡っている。炉址のฏ面形

態は楕円形をなし、ن໛は長径 1.20 ｍ、短径 0.85 ｍ、深さ 30㎝であり、比ֱ的大ܕの部類に含まれ

る。炉址の検出状況から、4#201は一般的な住居ではなく工房的な性格をもつ建物と推測される。なお、



খ　結

 － 45 －

第 36 ਤ　第Ⅳ層・地఺ෆ໌出土遺物࣮ଌਤ

4#201 は解ମ後に焼却処分をした建物で、建物の廃غ時期は弥生時代後期後半から末と考えられる。

　このほか、4#201 と同時期または 4#201 構ஙҎલと思われる土坑 5 基を検出している。出土遺物

の特徴や検出層位から 4,101 は弥生時代後期後半から末、ଞの 3 基（4,102・103・202）は弥生時

代後期後半の土坑と考えられる。なお、4,203 は 4#201 埋຅Ҏ߱の土坑であるが、ここでは弥生時

代の土坑としてѻっている。

　発掘調査で出土した弥生土器は、大半が後期から末に時期比定されるが、4#201 や 4,101 出土඼

には弥生時代લ期後半の遺物が含まれている（第 25 ਤ 14ŋ 第 28 ਤ 41）。また、41204 からは転用඼

0
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と考えられる土製๰਴ं（第 35 ਤ 58）が出土している。

̏ɽݹ෿࣌୅
　古墳時代の遺構は、柱穴 1 基を検出した。41204 は௚径 0.46 ʙ 0.58 ｍ、深さ 13㎝を測る柱穴で、

柱穴内からは土師器や須恵器のখ片が出土している。このほか、41204 と同様の掘り方埋土をもつ柱

穴（41206）や掘り方埋土が׊փ৭土の柱穴（41203）は֓Ͷ、古墳時代Ҏ߱に構ஙされた遺構と考

えられる。また、第ᶚ層中や地఺ෆ明඼の中には古墳時代後期に時期比定される遺物が数఺含まれて

いる。調査地北方に所在する久万ノ台遺跡（ত和 62 年౓調査）からは古墳時代から古代の集落関連

遺構が検出されており、本調査検出の遺構・遺物は調査地近ྡ地Ҭにも古墳時代集落が存在すること

を示すࢿྉといえよう。

、খൣ囲の調査ではあったが、調査地を含む近ྡ地Ҭにおける弥生後期集落の存在が明らかとなりڱ　

さらには溝を൐った炉址の検出なͲ、数ଟくのو重なࢿྉを得ることができた。調査地が所在する衣

山・久万ノ台地区は、これまでに本格的な発掘調査事ྫがগなく、集落様相はෆ明な఺がଟい地Ҭで

あった。今回の調査結果により、同地区における集落様相やมભの一୺が解明されたことは大きな成

果といえよう。

ҨߏҰཡ・Ҩ෺࡯؍ද　　ʵ�ຌྫ�ʵ
　ҎԼのදは、本調査地検出の遺構・遺物のܭ測஋ٴͼ࡯؍一ཡである。

（̍）遺構一ཡද
地 区 ཝ άリοド名を記ࡌ。
ฏ 面 形 ཝ （　）推定形
ن ໛ ཝ （　）は現存஋を示す。
埋 土 ཝ ෳ数の土層がある৔߹は、ҎԼのように記ࡌしている。

ྫ）ʮ׊ࠇ৭土　ଞʯ
出土遺物ཝ 遺物名শをུ記した。

ྫ）弥ˠ弥生土器、土ˠ土師器、須ˠ須恵器

（̎）遺物࡯؍ද
法 量 ཝ （　）ɿ෮ݩ推定஋
調 ੔ ཝ 土器の֤部位名শをུ記した。

ྫ）ఱ˓ˠఱҪ部、˓ޱˠޱԑ部、಑˓ˠ಑部
଻ 土 ཝ ଻土ཝはࠞ和ࡎをུ記した。

ྫ）石ˠ石ӳ、長ˠ長石、ۚˠۚ΢ンϞ、੺৭土ཻˠ੺৭ࢎ化土ཻ
（　）の中の数஋はࠞ和ཻࡎ子の大きさを示す。
ྫ）石・長（1 ʙ 2）ˠ　ʮ1 ʙ 2ᶱ大の石ӳ・長石を含むʯである。

焼 成 ཝ 焼成ཝのུ記について
˕ˠ ޷ྑ
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ද 10　୦݀ݐ物Ұཡ
୦݀
（̨̗）

区 地　区 ฏ໘ܗ ໛　ن
௕͞ʷ෯ʷ壁ߴ（̼） ຒ　土 ಺෦ࢪઃ 出土遺物 ظ　࣌ උ　ߟ

201 2 #1 ʙ $2 （۱ؙ方形） 5.70 （̫2.80）̫ 0.25 ৭土（7.5:3׊ࠇ
3�2）　ଞ 炉・पน溝・ϕοド 弥・木 弥生時代後期

後半ʙ末

ද Ұཡߔ　11
ߔ

（̨̙）
区 地　区 அ໘ܗ ໛　ن

௕͞ʷ෯ʷਂ͞（̼） ຒ　土 出土遺物 ظ　࣌ උ　ߟ

201 2 $1ŋ2 Ϩンズ状 （1.86）̫ 0.96 ʷ 0.16 փԫ׊৭೪࣭土
（10:3 4�2） ― 弥生時代後期

後半Ҏલ 4#201 চ面にて検出

ද 12　土޵Ұཡ
土޵
（̨̠）

区 地　区 ฏ໘ܗ அ໘ܗ ໛　ن
௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞（̼） ຒ　土 出土遺物 ظ　࣌ උ　ߟ

101 1 "ŋ#1 （円形） सఈ状 0.75 （̫0.63）̫ 0.72
৭土（10:3׊ࠇ 3�2）に
明׊৭土（7.5:3 5�6）が
ϒϩοΫ状にগ量ࠞೖ ଞ

弥 弥生時代後期
後半ʙ末

西ଆは調査区
֎にଓく

102 1 "1 ෆ੔楕円形 台形状ٯ （0.86）̫ （0.75）̫ 0.15 փԫ׊৭೪࣭土
（10:3 4�2） 弥 弥生時代後期

後半
西ଆは調査区
֎にଓく

103 1 "1 （楕円形） 台形状ٯ （0.98）̫ （0.54）̫ 0.13
৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1）に
明׊৭土（7.5:3 5�6）が
ϒϩοΫ状にࠞೖ

弥 弥生時代後期
後半

北ଆと東ଆは調
査区֎にଓく

201 2 "1 ෆ੔楕円形 台形状ٯ 0.97 ʷ 0.60 ʷ 0.13 փ׊৭土（5:3 4�2） ― ෆ明

202 2 $1 ෆ੔楕円形 台形状ٯ 0.76 ʷ 0.54 ʷ 0.20
৭土（7.5:3׊ࠇ 3�2）に
փ׊৭土（5:3 4�2）が
ϒϩοΫ状にࠞೖ

弥 弥生時代後期
後半

203 2 #ŋ$1 ෆ੔楕円形 台形状ٯ （0.66）̫ （0.58）̫ 0.26
৭土（10:3׊ࠇ 3�2）に
明׊৭土（7.5:3 5�6）が
ϒϩοΫ状にগ量ࠞೖ

弥 弥生時代末 西ଆは調査区
֎にଓく

ද 13　ப݀Ұཡ� （１）
ப݀
（̨̥）

区 地　区 ฏ ໘ ܗ ໛　ن
௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞（̼） ຒ　土 出土遺物 උ　ߟ

101 1 "1 楕円形 0.48 ʷ 0.22 ʷ 0.40 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1） 弥

102 1 #1 楕円形 0.43 ʷ 0.33 ʷ 0.25 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1） 弥

201 2 "2 円形 0.30 （̫0.25）̫ 0.18 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1） 弥

202 2 #1 （円形） 0.52 （̫0.25）̫ 0.21 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1）

203 2 #1ŋ2 円形 0.35 ʷ 0.35 ʷ 0.14 փ৭土（10:3׊ 6�1）

204 2 $1ŋ2 （楕円形） （0.48）̫ 0.46 ʷ 0.24
৭土（10:3׊ࠇ 3�2）に
明׊৭土（7.5:3 5�6）が
ϒϩοΫ状にࠞೖ

土・須 ŋ ๰਴ं

205 2 $1 円形 0.23 ʷ 0.23 ʷ 0.29
৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1）に
փ৭土（10:3׊ 6�1）が
ϒϩοΫ状にࠞೖ

206 2 #1 ʙ $2 （楕円形） （0.30）̫ 0.40 ʷ 0.08
৭土（10:3׊ࠇ 3�2）に
明׊৭土（7.5:3 5�6）が
ϒϩοΫ状にࠞೖ

207 2 $1ŋ2 （ෆ੔楕円形） 0.47 （̫0.44）̫ 0.06 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1） 弥
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ப݀Ұཡ� （２）
ப݀
（̨̥）

区 地　区 ฏ ໘ ܗ ໛　ن
௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞（̼） ຒ　土 出土遺物 උ　ߟ

208 2 $1 （円形） 0.18 （̫0.10）̫ 0.05 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1）

209 2 "1ŋ2 （楕円形） 0.34 （̫0.13）̫ 0.14 ৭土（7.5:3׊ࠇ 3�1）

210 2 $1 ෆ੔円形 0.28 ʷ 0.25 ʷ 0.13 ৭土（10:3׊ࠇ 3�2）

211 2 $1 楕円形 0.40 ʷ 0.30 ʷ 0.14 ৭土（10:3׊ࠇ 3�2）

212 2 $2 ෆ੔楕円形 0.36 ʷ 0.28 ʷ 0.20 ৭土（10:3׊ࠇ 3�2）

ද 14　SB201 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）� （１）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

1 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（20.0）
4.1

ʮくʯのࣈ状ޱԑ。ޱԑ୺部はؙく࢓
্͛る。খ片。 ϋέ（10 本 �㎝）

Ϛϝツޱ̋
಑̋φσ

ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 4）
˕

2 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（19.1）
2.1

্͛࢓ԑ୺部はؙくޱ。ԑ部খ片ޱ
る。 ϋέ（8 本 �㎝）ϋέ（12 本 �㎝）׊৭

にͿいᒵ৭
石・長（1）
˕ ൗࠇ

3 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（14.7）
2.4

状ࣈԑ୺部はʮコʯޱ。ԑ部খ片ޱ
に্͛࢓る。 ϋέˠϤコφσ ϋέ

（9 ʙ 10 本 �㎝）
にͿい׊৭
にͿい׊৭

石・長（1）
˕

4 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（16.8）
2.9

্͛࢓ԑ୺部はؙくޱ。ԑ部খ片ޱ
る。 Ϥコφσ φσ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

5 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（16.3）
1.8

্͛࢓ԑ୺部はؙくޱ。ԑ部খ片ޱ
る。 Ϥコφσ ϋέˠϤコφσ 明׊փ৭

明׊փ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

6 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（24.4）
2.9

状ࣈԑ୺部はʮコʯޱ。ԑ部খ片ޱ
に্͛࢓る。 ϋέˠφσ

ϋέ
（8 ʙ 9 本 �㎝）
ˠϔϥϛΨΩ

にͿい੺׊৭
にͿい੺׊৭

石・長（1 ʙ 2）
˕

7 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（24.0）
2.6

状ࣈԑ୺部はʮコʯޱ。ԑ部খ片ޱ
で、ޱԑ୺面はφσԜむ。 φσ ϋέˠφσ にͿい੺׊৭

にͿい׊৭
石・長（1 ʙ 2）
˕ ൗࠇ

8 ᙈ ߴ࢒ 3.7 。ԑʙ಑部খ片ޱ Ϛϝツ ϋέˠφσ ᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕

9 ᙈ ߴ࢒ 1.8 。ԑʙ಑部খ片。器นはްいޱ ϋέˠφσ ϋέˠφσ にͿいᒵ৭
৭ࠇ

石・長（1 ʙ 2）
˕ ൗࠇ

10 ᙈ ߴ࢒ 2.6 ಑部খ片。 ϋέˠタタΩ ϋέ（5 本 �㎝）
頭ࠟࢦ

にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 3）
˕

11 ᙈ ߴ࢒ 2.9 ಑部খ片。 ϋέ（8 本 �㎝）
ˠφσ

φσ
頭ࠟࢦ

にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕

12 ᙈ ߴ࢒ 2.0 。ԑʙ಑部খ片ޱ ϋέˠφσ ϋέ（10 本 �㎝）にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 3）
੺৭土ཻ
˕

13 ᙈ ߴ࢒ 4.8 ಑部片。 タタΩ ϋέ（8 本 �㎝）にͿい׊৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 3）
੺৭土ཻ
˕

20

14 ᙈ ߴ࢒ 4.9 ಑部片。ϔϥඳき௜線文 2 条Ҏ্あ
り。 φσ ϔϥϛΨΩ にͿいԫᒵ৭

にͿいԫᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕ 20

15 ᙈ ఈ径
ߴ࢒

（7.1）
3.2 ฏఈ。1�5 の࢒存。 φσ ϋέˠφσ にͿいԫᒵ৭

にͿいᒵ৭
石（1）
੺৭土ཻ
˕

16 ᙈ ఈ径
ߴ࢒

（2.4）
3.4 খさなฏఈ。1�5 の࢒存。 Ϛϝツ φσ փԫ৭

փԫ৭
石・長（1 ʙ 3）
˕
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SB201 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）� （２）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

17 ᆵ 径ޱ
ߴ࢒

（19.2）
1.0

。ԑ୺部に௜線文3条ありޱ。ᆵޱ޿
খ片。 Ϥコφσ ϋέˠφσ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1 ʙ 3）
˕

18 ᆵ 径ޱ
ߴ࢒

（25.0）
1.4

࢓状にࣈԑ୺部はʮコʯޱ。ᆵޱ޿
্͛る。1�6 の࢒存。 Ϛϝツ ϔϥϛΨΩ にͿいᒵ৭

にͿい׊৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

19 ᆵ 径ޱ
ߴ࢒

（24.2）
1.0

ԑ୺部に೾状文あり。খޱ。ᆵޱ޿
片。 Ϛϝツ ϋέˠφσ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

20 ᆵ 径ޱ
ߴ࢒

（30.0）
2.9

ෳ߹ޱԑᆵ。ޱԑ୺部は内܏し、Ϋ
シඳき೾状文（4 条－4 条－3 条）あ
り。খ片。

Ϥコφσ Ϥコφσ ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
੺৭土ཻ
˕

20

21 ᆵ ߴ࢒ 1.0 ෳ߹ޱԑᆵ。֎面に೾状文あり。খ
片。 Ϛϝツ Ϛϝツ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1）
˕

22 ᆵ ߴ࢒ 1.7 ᰍ部খ片。 ϋέˠφσ Ϛϝツ にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 3）
˕

23 ᆵ ߴ࢒ 2.9 。部片。器นはްい。খ片ݞ ϋέ（10 本 �㎝）
ˠφσ

ϋέ（6 本 �㎝）
ˠφσ

੺׊৭
੺׊৭

石・長（1 ʙ 3）
˕

24 ᆵ ߴ࢒ 3.1
ᰍʙݞ部片。断面方形状のತଳをష
り付け、ತଳ্にࣼ格子目文あり。
খ片。

Ϛϝツ ϋέ（8 本 �㎝）
ˠφσ

にͿいԫᒵ৭
にͿいԫᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕ 20

25 ᆵ ఈ径
ߴ࢒

（1.8）
1.9 ఈ部 1�4 の࢒存。খさなฏఈ。 ϋέˠφσ ϋέˠφσ にͿいԫᒵ৭

にͿいԫᒵ৭
石・長（1 ʙ 4）
˕

26 ു 径ޱ
ߴ࢒

（21.9）
1.7

௚ޱޱԑ。ޱԑ୺部はؙく্͛࢓る。
খ片。 Ϥコφσ ϋέˠφσ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

27 ു 径ޱ
ߴ࢒

（18.7）
2.2

௚ޱޱԑ。ޱԑ୺部はʮコʯࣈ状に
。る。খ片্͛࢓ ϋέˠφσ ϋέˠφσ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1 ʙ 6）
˕

28 ു 径ޱ
ߴ࢒

（41.2）
7.8

大ܕ඼。ޱԑ部は֎൓し、ޱԑ୺部
はφσԜむ。1�6 の࢒存。

ϋέ
（5 ʙ 6 本 �㎝）
ˠφσ

ϋέ
ˠϔϥϛΨΩ

ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕ 20

29 ു ߴ࢒ 2.6 ಑部片。 ϋέ（10 本 �㎝）ϋέ（10 本 �㎝）
ˠφσ

ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
੺৭土ཻ
˕

30 ു ߴ࢒ 1.6 ಑Լ部খ片。 ϋέ（10 本 �㎝）φσ
頭ࠟࢦ

にͿい׊৭
փ׊৭

石・長（1 ʙ 2）
˕

31 ു ఈ径
ߴ࢒

2.2
2.0 ಥ出するখさなฏఈ。 φσ ϋέ

（7 ʙ 8 本 �㎝）
ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
੺৭土ཻ
˕

20

32 ᆀߴ 径ޱ
ߴ࢒

（24.2）
2.5

ᆀ部খ片。ޱԑ部は֎൓し、ޱԑ୺
部はؙく্͛࢓る。 ϔϥϛΨΩ ϔϥϛΨΩ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

33 ᆀߴ ߴ࢒ 2.8 ᆀ部খ片。ᆀԼ部にྏを࣋ͪ、ޱԑ
部は֎൓する。 ϔϥϛΨΩ ϔϥϛΨΩ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

34 ᆀߴ ߴ࢒ 1.9 柱部খ片。 ϔϥϛΨΩ φσ にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 3）
˕

35 器台 径ޱ
ߴ࢒

（39.8）
1.4 。目あり。খ片ࠁԑ୺面にޱ Ϥコφσ ϔϥϛΨΩ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1 ʙ 3）
˕ 20

36 ᆀߴ ߴ࢒ 2.1 ᆀ部片。ᆀԼ部にྏあり。 ϔϥϛΨΩ Ϥコφσ にͿいփԫ৭
にͿいփԫ৭

石・長（1）
˕ 炉址

37 ᙈ ఈ径
ߴ࢒

4.3
5.9 ఈ部片。֎面中ԝ部がԜむ。 タタΩ φσ ৭׊

৭ࠇ
石・長（1 ʙ 2）
˕ 炉址 20
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ද 16　SK102 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

43 ᆵ ߴ࢒ 1.6 ෳ߹ޱԑᆵ。௜線文 2 条あり。খ片。Ϛϝツ φσ ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕

ද 17　SK103 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

44 ᙈ ߴ࢒ 3.6 ಑部খ片。 ϋέ（7 本 �㎝）ϋέ（8 本 �㎝）
ˠϔϥϛΨΩ

にͿいԫᒵ৭
にͿいԫᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕ ഗ付ண

ද 18　SK202 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

45 ᙈ ߴ࢒ 2.3 ʮくʯのࣈ状ޱԑ。খ片。 ϋέ（7 本 �㎝）
ˠφσ ϋέˠφσ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1 ʙ 5）
˕

46 ു 径ޱ
ߴ࢒

（21.1）
3.0

֎൓ޱԑ。ޱԑ୺部はʮコʯࣈ状に
。る。খ片্͛࢓ ϔϥϛΨΩ ϋέˠφσ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1 ʙ 3）
˕

47 ᆵ ఈ径
ߴ࢒

（6.0）
4.8 ฏఈ。器นはްい。1�3 の࢒存。 ϋέ（9 本 �㎝）ϋέ（8 本 �㎝）

ˠφσ
փ׊৭
৭ࠇ

石・長（1 ʙ 3）
˕ ൗࠇ 21

ද 19　SK203 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

48 ᙈ ߴ࢒ 1.1 状ࣈԑ୺部はʮコʯޱ。ԑ部খ片ޱ
に্͛࢓る。 Ϥコφσ Ϛϝツ にͿい׊৭

にͿい׊৭
石・長（1 ʙ 4）
˕

49 ᆵ 径ޱ
ߴ࢒

（14.0）
2.5

ଠᰍᆵ。ޱԑ部は短く֎൓し、ޱԑ
୺部はʮコʯࣈ状に্͛࢓る。খ片。Ϥコφσ ϔϥϛΨΩ にͿいԫ׊৭

にͿいԫ׊৭
石・長（1 ʙ 2）
੺৭土ཻ
˕

50 ᆵ 径ޱ
ߴ࢒

（7.6）
2.8

ԑ୺ޱ、ԑ部は௚立しޱ。長ᰍᆵࡉ
部はઑりؾຯ。Ϋシඳき௜線文 20 条
あり。খ片。

ϔϥϛΨΩ φσ にͿいԫᒵ৭
にͿいԫᒵ৭

石・長（1）
˕ 21

51 ᆀߴ ߴ࢒ 1.6 ᆀ部খ片。ᆀԼ部にྏあり。 φσ φσ にͿいԫᒵ৭
にͿいԫᒵ৭

石・長（1）
˕

ද 15　SK101 出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

38 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（16.9）
1.6

ʮくʯのࣈ状ޱԑ。ޱԑ୺部はؙく࢓
্͛る。খ片。 タタΩ Ϛϝツ ᒵ৭

ᒵ৭
石・長（1）
੺৭土ཻ
˕

39 ᙈ ߴ࢒ 3.7 。ԑʙ಑部片ޱ ϋέ（8 本 �㎝）ϔϥϛΨΩ
ˠφσ

にͿいԫ׊৭
にͿいԫ׊৭

石・長（1）
˕

40 ᙈ ߴ࢒ 3.1 ಑部খ片。 タタΩ ϋέˠφσ にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1）
੺৭土ཻ
˕

41 ᙈ ߴ࢒ 3.0 Ϋシඳき௜線文 5 条と、௜線文の্
Լに 2 έ 1 組の஛؅文あり。খ片。 ϔϥϛΨΩ ϔϥϛΨΩ にͿいԫᒵ৭

にͿいԫᒵ৭
石・長（1）
˕ 21

42 ു ఈ径
ߴ࢒

1.0
4.2 ಥ出するখさなฏఈ。 ϋέ（6 本 �㎝）φσ にͿいԫᒵ৭

੺׊৭
石・長（1 ʙ 2）
˕ ൗࠇ 21
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ද 20　ப݀出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

52 ᙈ ߴ࢒ 1.9 ʮくʯのࣈ状ޱԑ。ޱԑ୺部はؙい。
খ片。 ϋέˠφσ Ϛϝツ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1）
˕ 41101

53 ᙈ ߴ࢒ 3.8 ಑部খ片。 ϔϥϛΨΩ
ˠφσ ϋέ（7 本 �㎝）੺׊৭

੺׊৭
石・長（1 ʙ 2）
˕ 41101

54 ᆵ ߴ࢒ 2.7 ແᰍᆵ。径0.5㎝大の円޸あり。খ片。タタΩ φσ にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕ 41101

55 ᆀߴ ߴ࢒ 2.5 柱部খ片。中ۭ。 ϔϥϛΨΩ ϋέ（6 本 �㎝）੺׊৭
੺׊৭

石（1）
˕ 41101

56 ᆵ ߴ࢒ 3.3 ᰍʙݞ部片。 ϋέ
（8 ʙ 9 本 �㎝） φσ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1 ʙ 2）
˕ 41102

57 ᆵ ߴ࢒ 1.9 ෳ߹ޱԑᆵ。Ϋシඳき೾状文あり。
খ片。 Ϛϝツ Ϛϝツ にͿいԫ׊৭

にͿいԫ׊৭
石（1）
˕ 41201

58 ๰਴ं
長さ
෯

ްさ

2.6
3.0
0.9

転用඼。 φσ φσ にͿいԫ׊৭
にͿいԫ׊৭

石・長（1 ʙ 3）
˕ 41204

59 ᆀ֖ ߴ࢒ 1.1 ఱҪʙޱԑ部片。ఱҪ部とޱԑ部と
のڥքにԜ線状のԜみあり。খ片。 回転φσ 回転φσ փ৭

փ৭
ີ
˕ 41204

60 ᙈ ߴ࢒ 3.2 ಑部খ片。 ฏ行ୟき 円弧ୟき ҉փ৭
҉փ৭

ີ
˕ 41204

61 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（15.8）
2.0

ʮくʯのࣈ状ޱԑ。ޱԑ୺部はؙい。
খ片。 ϋέˠφσ Ϛϝツ にͿいᒵ৭

にͿいᒵ৭
石・長（1 ʙ 3）
˕ 41207

62 ᆵ ߴ࢒ 1.7 ԑ୺部はංްする。খ片。φσޱ。ᆵޱ޿ φσ にͿいԫᒵ৭
にͿいԫᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕ 41207

63 ു 径ޱ
ߴ࢒

（11.1）
1.5

௚ޱޱԑ。ޱԑ୺部はઑりؾຯに࢓
্͛る。খ片。 φσ φσ にͿいԫ׊৭

にͿいԫ׊৭
石・長（1 ʙ 2）
˕ 41209

ද 21　第Ⅳ層出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）� （１）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

64 ᆀ֖ 径ޱ
ߴ࢒

（13.7）
2.7

ఱҪ部とޱԑ部のڥքにԜ線状のԜ
みあり。ޱԑ୺部はઑりؾຯにؙい。
খ片。

回転φσ 回転φσ փ৭
փ৭

ີ
˕ 21

65 ᆀ֖ ߴ࢒ 2.6 ఱҪ部とޱԑ部のڥքにྏを࣋つ。
ఱҪ部֎面に線ࠁあり。1�6 の࢒存。

ఱ̋回転ϔϥέズリ
（1�2）
回転φσޱ̋

回転φσ փ৭
փ৭

ີ
˕ 21

66 ᆀ਎ ߴ࢒ 2.5 たͪあがりはܽଛ。খ片。 回転φσ 回転φσ փ৭
փ৭

ີ
˕

67 ᙈ 径ޱ
ߴ࢒

（15.7）
3.8

֎൓ޱԑ。ޱԑ୺部はؙく্͛࢓る。
খ片。 Ϥコφσ

Ϥコφσޱ̋
಑̋φσ

ᒵ৭
ᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
˕

68 ു ߴ࢒ 2.1 ֎൓ޱԑ。খ片。 ϋέ（5 本 �㎝）ϋέ（5 本 �㎝）にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

石・長（1 ʙ 2）
੺৭土ཻ
˕

69 ٭ࢧ ఈ径
ߴ࢒

（12.4）
1.3 る。ϋέˠφσ্͛࢓୺部はؙく٭。੄部খ片٭ φσ にͿい׊৭

にͿい׊৭
石・長（1 ʙ 2）
˕

70 ᙈ ఈ径
ߴ࢒

（4.8）
2.7 ฏఈ。1�4 の࢒存。 Ϛϝツ φσ にͿい੺׊৭

にͿい੺׊৭
石・長（1）
˕

71 ു ఈ径
ߴ࢒

（3.0）
2.1 やや্͛ఈ。1�3 の࢒存。 ϔϥϛΨΩ ϋέ（5 本 �㎝）ࠇ৭

৭ࠇ
石・長（1 ʙ 2）
˕ ൗࠇ 21
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ද 22　第Ⅳ層出土遺物࡯؍ද　（ੴ੡඼）

൪߸ ث छ ࢒ ଘ ࡐ ࣭
๏　　ྔ

උ ߟ ਤ൛
௕ （͞ᶲ） ෯（ᶲ） ް （͞ᶲ） ॏ （̶͞）

73 石᭲ 一部ܽଛ αψΧΠτ （2.80） 2.10 0.40 2.52 ഁଛ඼ 21

ද 23　地఺ෆ໌出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

74 ᆀ֖ 径ޱ
ߴ࢒

（12.8）
1.6

ຯにؙؾԑ୺部はઑりޱ。ԑ部片ޱ
く্͛࢓る。খ片。 回転φσ 回転φσ փ৭

փ৭
ີ
˕

75 ᆀ֖ ߴ࢒ 1.4 ఱҪ部片。1�4 の࢒存。 回転ϔϥέズリ 回転φσ փ白৭
փ白৭

ີ
˕

76 ᙈ ߴ࢒ 3.1 ಑部খ片。 ϋέ ϋέ にͿい׊৭
にͿい׊৭

石・長（1 ʙ 2）
੺৭土ཻ
˕

ൗࠇ

第Ⅳ層出土遺物࡯؍ද　（土੡඼）� （２）

൪߸ छث ๏ྔ（ᶲ） ܗ ଶ・ࢪ จ
調　　੔

৭調
（֎໘）
（಺໘）

଻ 土
ম ੒ උ ߟ ਤ൛

֎ ໘ ಺ ໘

72 ઙു ߴ࢒ 2.6 。ԑ部片ޱ φσ 条ࠟ にͿい׊৭
৭׊

石・長（1 ʙ 4）
ۚ
˕

21
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ୈ̑ষɹௐࠪͷ੒Ռͱ՝୊
　本書ࡌܝの 2 遺跡は、公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団埋蔵文化財センターが主ମとな

り、松山市ڭҭҕһձ事຿ہ文化財՝のࢦಋのもと、国からの国庫補助をडけて実施した埋蔵文化財

の発掘調査である。両遺跡は松山ฏ໺西部、衣山・久万ノ台地区に所在している。

　衣山東組遺跡が所在する衣山地区では近年、発掘調査事ྫが૿Ճし、衣山北組遺跡をは͡Ί、衣山

大௩北遺跡、衣山内ాٶ遺跡、衣山西ノԬ古墳なͲ数ଟくの調査成果が得られている。一方、久万山

本遺跡が所在する久万ノ台地区では、本格的な発掘調査は数ྫしか実施されていない。ここでは、֤

調査の成果をまとΊる。

̍ɽҥ山౦૊Ҩ੻
　衣山東組遺跡は、衣山地区の西に޿がる௿位ٰྕ্に位ஔしている。調査では、古代末から近世ま

での遺構や遺物を確認した。検出した遺構は掘立柱建物址 1 棟、溝 1 条である。

　掘立 1 は建物શମではなく、柱ྻの一部を検出した。東西方޲の建物址で、柱穴の検出状況より建

てସえが施された建物址である。建物を構成する柱穴からは弥生土器や土師器、須恵器のখഁ片のほ

かに、詰石またはࠜ詰石に転用されたと思われる瓦片が出土している。出土したݢฏ瓦の瓦当文様は、

֎区֎ԑに珠文が付く重郭文や三重弧文であり、Ԝ面には෍目ࠟが࢒る。施文や成形、調੔方法なͲ

から、੍作年代は白鳳期と推測される。このことから掘立 1 は֓Ͷ古代末から中世初頭ࠒの建物址と

考えられる。次に、検出෯ 1.20 ｍ、深さ 10㎝ఔ౓の溝 4%1 からは土師器皿と土瓶が出土した。出土

した皿はޱ径 7.0 ʙ 11.6㎝、器ߴ 1.1 ʙ 1.6㎝で、ఈ部֎面には回転ࢳ੾りࠟが࢒る。出土඼にはଟগ

の時期ࠩが認Ίられ、֓Ͷ中世末から近世の遺構と考えられる。なお、現代の地割と溝の方位が౳し

いことから、地鎮に関連する溝と推測される。このほか、֧ཚ土内からは石製のݛやમ՟が出土して

いる。このうͪ、મ՟はಔ製の׮Ӭ௨ๅであり、いわΏる৽׮Ӭમである。

　本調査では、白৭ඍ೪性土を確認した。調査地近ྡにある衣山༼跡पลからはྑ࣭の瓦೪土が࠾掘

されるとの記ड़が愛媛県࢙なͲに࢒されており、本層がそれに֘当するものと考えられる。

̎ɽٱສ山ຊҨ੻
　久万山本遺跡は、衣山地区北ଆに޿がるٰྕ௿位部に位ஔしている。調査面積は約 24㎡であり、

。খൣ囲の調査ではあったが、縄文時代から古墳時代の遺構・遺物を確認したڱ

　検出した遺構は竪穴建物 1 棟、溝 1 条、土坑 6 基、柱穴 14 基である。このうͪ、4#201 は一ล 5.7

ｍҎ্を測る۱ؙ方形状建物と思われ、建物内には比ֱ的大ܕの炉址が付設されている。炉址は長径

1.20 ｍ、短径 0.85 ｍ、深さ 30㎝を測る楕円形状の掘り込みをもͪ、炉అと考えられるߴまり部分を

検出した。掘り込み内からは、中位付近にްさ 10㎝ఔ౓の焼土を含む炭化物層がଯ積している。ま

た、掘り込みを取り囲むように෯ 8 ʙ 20㎝、深さ 6 ʙ 14㎝の溝が巡り、溝内にはփがগ量検出された。

建物ن໛から判断すると炉址のൣ囲が޿く、居住ۭ間ではなく工房的な性格をもつ建物と考えられる。

ୠし、建物内からは生࢈に൐う遺物は検出されていない。また、建物からは炭化物や炭化ࡐ、焼土が

ଇ性が認نや炭化物にはࡐの্面にあり、さらに炭化ࡐ在して検出されたが、焼土はいͣれも炭化ࢄ



調査の成果と՝୊
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Ίられないことから、Րࡂをඃった建物ではなく、建物廃絶時に԰ࠜࡐや柱ࡐをআڈした後、焼却処

分をしたものと推測される。出土遺物の特徴より、4#201 の廃غ・埋຅時期は弥生時代後期後半から

末と考えられる。

　このほか、検出した土坑のうͪ、5 基の土坑（4,101 ʙ 103・202・203）は 4#201 と同時期と考え

られる。また、柱穴内から弥生土器のほかに古墳時代後期の土師器や須恵器が出土している。これら

のࢿྉは弥生時代後期ͩけではなく、古墳時代Ҏ߱にも調査地や近ྡ地Ҭに֘期の集落が存在するこ

とを示ࠦしているものと思われる

　出土඼をみると、遺構や包含層中からは弥生時代後期の土器が数ଟく出土しているが、4#201 や

4,101 出土඼には弥生時代લ期後半の遺物が含まれており、さらには包含層ࢿྉではあるが縄文時

代晩期のઙു片 1 ఺が出土している。これらのࢿྉから、調査地近ྡ地Ҭには֘期の遺跡が存在する

Մೳ性がある。

　Ҏ্、2 遺跡についてのまとΊを行った。衣山地区では近年の調査により、弥生時代の遺跡が数ଟ

く発ݟされている。衣山大௩遺跡や衣山西ノԬ遺跡 2 次調査では弥生時代後期後半の竪穴建物が検出

され、さらに衣山内ాٶ遺跡からは弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴建物が検出されている。また、

衣山北組遺跡からは掘立柱建物や土坑が検出されるなͲ、同地区内における弥生後期集落の存在が明

らかになっている。しかしながら、古墳時代Ҏ߱については、Ӭ௩古墳や衣山西ノԬ古墳なͲ、地区

内における古墳の存在は஌られているが、一般的な集落の様相はෆ明な఺がଟい。ฏ成 23 年౓に実

施した衣山大௩北遺跡からは、古墳時代終末期の竪穴建物が報告されているが、明確な遺構の検出事

ྫはগない。なお、衣山西ノԬ古墳や衣山内ాٶ遺跡からは包含層中より古代、ಸྑ時代やฏ҆時代

の遺物が検出されている。これらのことをふまえ、衣山東組遺跡で検出した掘立柱建物の存在は、古

代末から中世初頭における集落が同地区内に存在していることを示すو重なࢿྉといえよう。なお、

建物内から出土した白鳳期と思われる瓦と、近ྡに存在した衣山༼跡との関܎性については、༼跡の

時代ށߐ時期も含Ίて今後の՝୊である。このほか、地区内では衣山西ノԬ古墳の調査においてۀૢ

後期の土坑がෳ数検出されており、衣山東組遺跡出土のમ՟（৽׮Ӭ௨ๅ）や石ݛは、近ྡに存在す

る近世集落に関連するࢿྉといえる。

　一方、久万ノ台地区では発掘調査事ྫがۃΊてগなく、集落様相の解明には至っていない。ฏ成 3

年౓に実施した໺௡子山遺跡からは、包含層ࢿྉではあるが弥生時代後期後半に時期比定される土器

片が出土し、同地区内における弥生集落の存在が示ࠦされていたが、今回実施した久万山本遺跡より

同時期の竪穴建物が検出され、久万ノ台地区にも֘期における集落の存在が確実ࢹされることになっ

た。なお、検出した竪穴建物は工房的な性格をもつՄೳ性があり、生࢈性のある集落がӦまれたこと

も集落様相解明において考ྀするඞ要がある。さらに、久万山本遺跡からは弥生時代の竪穴建物Ҏ֎

に古墳時代の柱穴や包含層中より֘期の遺物が出土したことから、地区内における古墳時代集落の存

在も明らかとなってきている。

　今後のࢿྉ૿Ճにより、衣山・久万ノ台地区において、ߋなる集落様相やมભٴͼ構଄解明が期଴

される。



写真図版

ࣸਅਤ൛ 1 ʙ 9 ɿ衣山東組遺跡

ࣸਅਤ൛ 10 ʙ 21ɿ久万山本遺跡





衣山東組遺跡

図

版

1

１．遺構検出状況
　　（北西より）

２．西壁土層（東より）

3．掘立 1検出状況
　　（北より）



衣山東組遺跡

図

版

2

1．SP1・SP4検出状況
　　（北より）

2．SP2・SP5検出状況
　　（北より）

3．SP3検出状況
　　（北より）



衣山東組遺跡

図

版

3

1．SP1・SP4土層
　　（東より）

2．SP1遺物出土状況
　　（東より）

3．SP1・SP4完掘状況
　　（東より）



衣山東組遺跡
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1．SP2・SP5土層
　　（北西より）

2．SP2遺物出土状況
　　（北より）

3．SP5完掘状況
　　（北より）



衣山東組遺跡
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1．SP3土層（東より）

2．SP3遺物出土状況
　　（北より）

3．SP3完掘状況
　　（北より）



衣山東組遺跡
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1．SD1遺物出土状況
　　（東より）

2．SD1遺物出土状況
　　（西より）



衣山東組遺跡
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1．出土遺物①（掘立 1：1・2）

1

2



衣山東組遺跡
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1．出土遺物②（掘立 1：3～ 6）

3

6

4 5



衣山東組遺跡
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1．出土遺物③（SD1：7・9・11・14・16、撹乱：17・18）
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14

11

16

17
18



久万山本遺跡

図

版
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１．調査地より松山城を望む（北西より）

２．調査前全景（北西より）



久万山本遺跡

図
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１．調査地全景（北より）

２．基本土層（東より）



久万山本遺跡

図
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１．1区遺構検出状況（北より）

２．2区遺構検出状況（南より）



久万山本遺跡
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１．1区遺構完掘状況（南東より）

２．2区遺構完掘状況（南より）



久万山本遺跡
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１．SB201・SD201 検出状況（南より）

２．SB201 炭化物検出状況（南より）



久万山本遺跡
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１．SB201 炉址検出状況①（東より）

２．SB201 炉址検出状況②（南より）



久万山本遺跡
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１．SB201 炉址検出状況③（北西より）

２．SK101 検出状況（東より）



久万山本遺跡
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１．SK102 検出状況（東より）

２．SK103 検出状況（西より）



久万山本遺跡
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１．SK201 半截状況（南より）

２．SK202 半截状況（南東より）



久万山本遺跡
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１．SK203 検出状況（東より）

２．作業風景（南西より）



久万山本遺跡
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１．SB201 出土遺物
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久万山本遺跡
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１．出土遺物（SK101：41・42、SK202：47、SK203：50、第Ⅳ層：64・65・71～ 73）
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47

50

64

65

71
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73
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調査期間 調査面積
（㎡） 調査原因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号

衣
き ぬ や ま

山東
ひがしぐみ

組遺
い せ き

跡
松
まつやまし

山市衣
きぬやま

山二
丁目326番4の
一部

38201 33°51′9″ 132°44′31″
20160222

～
20160318

約 75.47 個人住宅
建設

久
く ま

万山
やまもと

本遺
い せ き

跡 松
まつやまし

山市久
く ま の だ い

万ノ台
1035番の一部

38201 33°51′28″ 132°44′36″
20170526

～
20170609

約 24.00 個人住宅
建設

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

衣山東組遺跡 集落
古代・中世

近世
掘立
溝

弥生・土師・須恵・瓦
土師

古代末から中世初
頭の建物址を検出

久万山本遺跡 集落
縄文
弥生
古墳

―
竪穴・溝・土坑
柱穴

縄文
弥生・木
土師・須恵

弥生後期の竪穴建
物（焼失）を検出

要　　約

　衣山東組遺跡からは、古代末から近世までの遺構・遺物を確認した。検出した遺構は、掘立
柱建物址 1 棟と溝 1 条である。建物を構成する柱穴からは詰石の転用と思われる瓦が出土して
おり、瓦当部分には珠文が付く重郭文や三重弧文が施されている。形態や製作技法より、これ
らの瓦は白鳳期の特徴を示しており、建物の時期は古代末から中世初頭と考えられる。また、
溝からは中世末から近世に時期比定される土師器の皿や土瓶が出土し、溝の方位が現在の地割
の軸線と類似していることから、地鎮に関連する遺構と推測される。
　久万山本遺跡からは、縄文時代から古墳時代までの遺構・遺物を確認した。縄文時代の遺構
は未検出であるが、包含層中より晩期後半の土器片が出土している。弥生時代では竪穴建物 1
棟と土坑 5 基を検出し、遺物は後期から終末期の土器や石器が出土した。竪穴建物からは焼土
や炭化物が大量に検出され、その状況から廃絶時に焼却処分されたものと判断される。なお、
建物内には長径 1.20 ｍ、短径 0.85 ｍ、深さ 30㎝を測る楕円形状の掘り込みと、それを取り囲む
円形に巡る溝が検出された。なお、掘り込みと溝は連結しており、一連の遺構（炉址）と考え
られる。このような炉址は一般的な住居にはみられないことから、工房的な性格をもつ建物と
考えられる。このほか、検出した 14 基の柱穴内からは、弥生時代後期から古墳時代後期の遺物
が出土している。
　両遺跡が所在する衣山・久万ノ台地区では数基の古墳は確認されているが、一般集落の様相
解明には至っていない。今回実施した久万山本遺跡の調査成果により、同地区における弥生時
代後期集落の存在が明らかとなり、集落様相を解明するうえで重要な手がかりを得ることがで
きた。

報　告　書　抄　録
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